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かわいい稚児がお練り供養
　東一口の安養寺で、3月11日から15日まで“春祭り”
がおこなわれました。
　今年は、33年を目安に本尊の十一面観世音菩薩がご
開帳される年で、13日にはご開帳法要にちなんで稚児
お練り供養がおこなわれ、雅楽衆を先頭に36人の艶や
かな冠

かんむりえぼし

烏帽子・紫
むらさきこそで

小袖姿の稚児が母親に手を引かれて地
区内を練り歩いたあと、本尊にお花を供えました。28P

18P

4P

2P 施政方針
住んでよかった、いつまでも住み続けたい 
ふるさと久御山のまちつぐりのために

当初予算
総額120億1,171万円

みんなの広場
テレビの生中継で本町を紹介

INFORMATION
町政モニターの募集など

東北関東大震災義援金募集にご協力を
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10P
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本
町
の
財
政
は
、
主
な
歳
入
で
あ
る
町
税

収
入
が
、
平
成
19
年
度
決
算
額
49
億
円
と
比

較
し
て
、
約
6
億
2
千
万
円
の
減
収
と
な
る

見
込
み
で
す
。
大
変
厳
し
い
財
政
運
営
で
す

が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
こ

と
を
基
本
に
、
第
4
次
総
合
計
画
の
基
本
目

標
達
成
に
向
け
、
堅
実
な
予
算
配
分
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
平
成
23
年
度
は
、
①
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
②
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
へ
の
福
祉
の
充
実
、

③
教
育
・
学
習
環
境
の
充
実
を
最
重
点
施
策

と
位
置
づ
け
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
や

企
業
活
動
を
支
援
す
る
施
策
の
継
続
と
充
実

を
図
り
ま
す
。

　

予
算
執
行
に
は
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組

む
な
か
で
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
お

こ
な
い
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る

質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、

誠
心
誠
意
の
努
力
で
も
っ
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導

と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

行
政
経
営
の
基
本
姿
勢

心
が
か
よ
う
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
ま
ち
づ
く
り

　

住
民
と
行
政
に
よ
る
「
協
働
と
連
携
」
で

は
、
地
方
分
権
に
よ
り
、
地
域
住
民
が
協
働

し
、「
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決
め
て
実
行

す
る
」
と
い
う
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
町
は
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
、「
住
み
よ

い
希
望
に
み
ち
た
町　

久
御
山
」
を
実
現
を

め
ざ
し
ま
す
。

　

広
報
広
聴
で
は
、「
広
報
く
み
や
ま
」
の

充
実
や
出
前
講
座
な
ど
に
よ
り
、
ま
ち
の
話

題
を
わ
か
り
や
す
い
手
法
で
提
供
す
る
と
と

も
に
、
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
や
町
政
モ
ニ
タ
ー
制

度
な
ど
で
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
て
、

と
も
に
歩
む
町
政
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
の
組
織
力
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
な
か
、
課
題
や
問
題
点
に
つ
い
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
お
こ

な
い
、
加
入
し
や
す
い
組
織
づ
く
り
に
努
め

る
と
と
も
に
、
公
会
堂
等
の
老
朽
化
に
よ
る

建
て
替
え
に
対
し
て
、
補
助
率
の
見
直
し
な

ど
地
元
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化
を
堅
持
す
る
た
め
、
第
4

次
行
政
改
革
大
綱
に
掲
げ
て
い
る
各
事
項
を

着
実
に
実
行
し
、
事
務
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
に
努
め
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
施
策

魅
力
を
生
み
出
す
定
住
と
交
流
の

基
盤
づ
く
り

　

新
た
な
住
宅
市
街
地
を
形
成
す
る
「
住
街

区
促
進
ゾ
ー
ン
」
の
整
備
計
画
は
、
基
礎
調

査
を
も
と
に
、
地
権
者
へ
の
意
向
調
査
や
事

業
計
画
案
の
作
成
な
ど
土
地
区
画
整
理
事
業

に
向
け
た
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま

周
辺
の
土
地
利
用
の
促
進
に
努
め
る
と
と
も

に
、
利
用
者
の
利
便
性
が
向
上
す
る
新
た
な

路
線
バ
ス
ル
ー
ト
の
検
討
や
空
港
バ
ス
、
ツ

ア
ー
バ
ス
な
ど
の
コ
ー
ス
に
な
る
よ
う
、
関

係
者
と
の
協
議
に
努
め
ま
す
。

　

道
路
整
備
は
、
生
活
に
密
着
し
た
道
路
の

安
全
性
・
快
適
性
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
橋
梁
の
安
全
性
の
確
認
と
維
持
管
理
の

た
め
橋
梁
の
総
点
検
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
園
が
、
地
域
に
根
ざ
し
た
個
性

あ
ふ
れ
る
住
民
の
憩
い
と
交
流
の
場
と
な
る

よ
う
整
備
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

排
水
対
策
は
、
森
お
よ
び
田
井
地
域
の
地

区
内
排
水
路
の
整
備
を
お
こ
な
い
、
住
環
境

の
改
善
に
努
め
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
需
要
の
低
迷
に
よ
る
給
水

収
益
の
減
収
に
よ
り
厳
し
い
経
営
状
態
が
続

く
た
め
、
経
費
の
削
減
や
効
率
化
を
図
り
、

引
き
続
き
住
民
負
担
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
浄
水
場
の
耐
震
補
強
工
事
や
老
朽
化

し
た
配
水
管
の
敷
設
替
工
事
を
計
画
的
に
実

施
し
、
安
全
・
安
心
な
水
の
安
定
供
給
に
努

め
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
快
適
で
住
み
よ
い

生
活
環
境
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
東
一

口
地
域
の
面
整
備
を
お
こ
な
い
ま
す
。

豊
か
な
暮
ら
し
や
人
々
の
活
力
を

創
造
す
る
産
業
づ
く
り

　

農
業
振
興
で
は
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
が

住
ん
で
よ
か
っ
た
、い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い

�
ふ
る
さ
と
久
御
山
の

�

ま
ち
つ
ぐ
り
の
た
め
に

　

町
議
会
3
月
定
例
会
が
、
2
月
28
日
に
開
会
さ
れ
、
坂
本
町
長
が
、
平

成
23
年
度
の
町
政
運
営
の
指
針
と
な
る
施
政
方
針
を
表
明
。
住
民
の
期

待
に
応
え
る
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
誠
心

誠
意
の
努
力
を
も
っ
て
町
政
運
営
に
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
施
政
方
針
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
23
年
度　

坂
本
町
長

施
政
方
針
（
要
旨
）
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平成23年度 坂本町長施政方針（要旨）

円
滑
に
活
用
で
き
る
よ
う
制
度
運
用
を
支
援

し
、
本
町
の
特
性
で
あ
る
都
市
近
郊
農
業
を

生
か
し
た
、
安
全
・
安
心
な
地
産
地
消
に
つ

な
が
る
農
業
振
興
施
策
を
継
続
し
ま
す
。
ま

た
、
認
定
農
業
者
や
農
業
後
継
者
、
水
稲
農

作
業
受
託
組
織
の
育
成
な
ど
、
担
い
手
育
成

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

商
工
業
振
興
は
、
企
業
の
資
金
繰
り
や
雇

用
情
勢
の
悪
化
が
著
し
い
た
め
、
町
独
自
の

融
資
制
度
「
マ
ル
久
」
制
度
の
継
続
支
援
や

雇
用
に
関
し
て
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
関

係
機
関
と
の
連
携
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地

域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
町
商
工
会
と
の
連

携
を
強
め
、
商
工
業
の
振
興
と
発
展
を
図
る

た
め
、
K
E
S
な
ど
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

認
証
取
得
や
展
示
会
へ
の
出
展
な
ど
を
支
援

し
ま
す
。

　

ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
は
、
ま

ち
の
駅
管
理
運
営
協
議
会
を
中
心
に
、
モ
ノ

づ
く
り
力
を
生
か
し
た
ま
ち
の
駅
の
魅
力
づ

く
り
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、ま
ち
の
誇
れ
る
名
産
・

特
産
品
な
ど
魅
力
あ
る
展
示
会
の
開
催
な
ど
、

独
自
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

国
民
文
化
祭
に
あ
わ
せ
た
「
野
の
恵
み
」
オ

リ
ジ
ナ
ル
農
産
物
加
工
品
の
商
品
開
発
や
製

造
販
売
に
取
り
組
み
ま
す
。

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る

力
を
育
む
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

　

学
校
教
育
は
、「
く
み
や
ま　

タ
ウ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス　

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
15
歳
の
希

望
進
路
の
実
現
を
見
据
え
、「
久
御
山
学
園

構
想
」
を
基
盤
に
、
幼
保
小
中
連
携
に
よ
る

一
貫
性
の
あ
る
教
育
と
学
校
・
家
庭
・
地
域
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
推
進
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

小
学
校
で
は
、
学
力
の
充
実
・
向
上
の
た

め
、
少
人
数
授
業
の
た
め
の
教
員
を
配
置
し
、

き
め
細
や
か
な
授
業
を
展
開
し
ま
す
。
中
学

校
で
も
、
少
人
数
学
級
を
編
成
し
学
力
の
充

実
や
生
徒
指
導
な
ど
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。
ま

た
、
自
学
自
習
力
、
基
礎
学
力
の
向
上
の
た

め
、
土
曜
塾
と
校
内
の
自
学
自
習
室
の
活
用

を
図
り
ま
す
。
就
学
前
教
育
は
、町
保
育
所
・

幼
稚
園
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言

を
基
に
、
将
来
的
な
方
向
性
を
定
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
教
育
・
学
習
環
境
整
備
の
た
め
、

す
べ
て
の
小
学
校
の
体
育
館
の
耐
震
設
計
を

お
こ
な
い
、
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
運
動
場
等
の
芝
生
化
の
推
進
に

向
け
、
地
域
の
芝
生
化
実
行
委
員
会
等
に
関

係
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

　

青
少
年
健
全
育
成
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

活
動
を
支
援
す
る
「
久
御
山
ま
な
び
教
室
」

の
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

お
互
い
を
尊
重
し
、
豊
か
な
文
化

あ
ふ
れ
る
風
土
づ
く
り

　

文
化
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
本

年
は
、
国
民
文
化
祭
が
京
都
府
内
の
全
市
町

村
で
開
催
さ
れ
、
本
町
で
は
「
野
の
恵
み
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
、
伝
統
食
の
体
験
や
特
産

野
菜
の
販
売
な
ど
を
通
し
て
、
食
文
化
を
広

く
全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

体
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
や
、
町
体
育
協
会
を
は
じ
め
関
係
団

体
と
連
携
を
図
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加

で
き
る
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や

各
種
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

指
導
者
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

　

人
権
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
人
権
問
題
を

解
決
す
る
た
め
、
人
権
啓
発
研
修
会
の
開
催

や
人
権
街
頭
啓
発
、
人
権
の
花
運
動
な
ど
人

権
尊
重
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

結
び
合
い
が
支
え
る

福
祉
と
健
康
づ
く
り

　

健
康
づ
く
り
や
保
健
・
予
防
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で

豊
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り

や
食
育
推
進
へ
の
取
り
組
み
に
努
め
、
国
民

文
化
祭
を
食
育
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
の
細
菌
性

髄
膜
炎
の
発
症
を
予
防
す
る
た
め
の
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
接
種
や
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

子
宮
頸
が
ん
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
を
防
ぐ
ワ
ク

チ
ン
接
種
へ
の
助
成
も
お
こ
な
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
は
、
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
毎

月
1
回
の
日
曜
開
館
を
試
行
的
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
子
育
て
の
悩
み
や
相
談
体
制
の

充
実
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援
な
ど
、

子
育
て
世
代
が
利
用
し
や
す
い
施
設
と
し
て
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事
業
を
展
開
し
ま

す
。

　

ま
た
、
給
食
費
補
助
や
修
学
旅
行
費
補
助
、

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
な
ど
の
支
援
策
を

引
き
続
き
実
施
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
介
護
予
防
の
た
め
の

各
種
事
業
や
自
立
支
援
事
業
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
地
域
密
着
型
の
認
知
症
対
応
型
通

所
介
護
事
業
所
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
低
所
得
者
層
へ
の

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
そ
の
割
合
を

「
6
割
・
4
割
」
か
ら
「
7
割
・
5
割
・
2
割
」

へ
軽
減
の
適
用
を
お
こ
な
い
ま
す
。

自
然
と
人
が
と
も
に
生
き
る
安
全

で
安
心
な
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り

　

環
境
対
策
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
対
す

る
意
識
啓
発
と
し
て
、
温
暖
化
対
策
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
や
小
学
生
を
対
象
と
し
た
環
境
教

育
へ
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
補
助
を
引
き
続
き
お
こ
な
い
ま

す
。

　

防
災
対
策
は
、
町
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
町
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

防
災
行
政
無
線
の
取
扱
い
運
用
訓
練
を
お
こ

な
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
に
よ
る
被
害

者
を
減
ら
す
た
め
、
全
て
の
住
宅
へ
の
住
宅

用
火
災
警
報
器
設
置
に
向
け
啓
発
や
促
進
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
普
通
救
命
講
習
に
よ
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り

扱
い
や
応
急
手
当
な
ど
の
普
及
啓
発
に
努
め

ま
す
。

　

防
犯
対
策
は
、
子
ど
も
た
ち
が
被
害
に
遭

う
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
町
内
の
小
学

校
関
係
者
等
と
の
連
携
を
図
り
、
子
ど
も
の

安
全
を
高
め
る
全
町
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
推
進
し
て
お
り
、
今
後
も
見
守
り
活

動
の
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
犯
罪
被
害

者
等
の
支
援
に
つ
い
て
も
被
害
者
や
家
族
の

精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
経
済
的
支

援
や
制
度
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

施
政
方
針
の
全
文
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tow

n.kum
iyam

a.lg.jp/

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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［
予
算
の
概
要
］

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
町
税
の
大
幅
な
減

収
を
は
じ
め
、
配
当
割
交
付
金
な
ど
の
各
交

付
金
も
減
額
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
自

主
財
源
で
あ
る
分
担
金
、
負
担
金
や
使
用
料
、

手
数
料
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
社
会
経
済
情

勢
か
ら
改
定
等
の
見
直
し
は
難
し
く
、
財
源

の
確
保
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
経
常
収
支
比
率
が
二
年
連
続

の
増
加
と
な
り
、
平
成
二
十
一
年
度
決
算
に

お
い
て
、
過
去
最
高
の
九
十
三
・
四
%
と
な

り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
義
務
的
経
費
の
人

件
費
が
高
い
比
率
を
占
め
て
お
り
、
扶
助
費

に
つ
い
て
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
っ
て
、
財

政
の
硬
直
化
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の
な
か
で
、
平
成

二
十
三
年
度
の
当
初
予
算
は
、
第
四
次
総
合

計
画
の
第
六
次
実
施
計
画
や
事
務
事
業
評
価

に
基
づ
き
、
事
業
効
果
や
優
先
順
位
を
念
頭

に
お
き
な
が
ら
、「
当
初
予
算
編
成
方
針
」

に
そ
っ
た
予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

　

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
七
十
億
三
千
五

百
万
円
、
前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
べ
四
千

三
百
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
各

種
住
民
負
担
軽
減
策
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

小
学
校
教
室
の
空
調
設
備
設
置
な
ど
の
教

育
・
学
習
環
境
の
充
実
、
住
民
の
安
全
・
安

心
に
関
す
る
各
施
策
、
そ
し
て
、
高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
福
祉
施
策
、
さ
ら

に
、
保
健
・
医
療
・
子
育
て
に
関
す
る
各
種

支
援
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、
重
点
的
に
予
算

配
分
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
度
は
、
今
ま
で
に
な
い
極

め
て
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

事
務
事
業
の
徹
底
的
な
見
直
し
を
一
層
進
め
、

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
活
用

し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
真
に
満
足
し
て
い
た

だ
け
る
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。

平成23年度
当初予算

一般会計は70億3,500万円
　一般会計、特別会計予算などを合わせ、総額120億1171万円の平
成23年度の当初予算が、町議会3月定例会で可決されました。
　一般会計は、70億3,500万円となり前年度当初予算と比べ4,300万
円、0.6%の減額となりました。（金額はいずれも1万円未満四捨五入）

（
当
初
予
算
編
成
の
主
な
重
点
事
項
）

1
．�

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

2
．�

子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事
業
と
し
て
、防
接
種
ワ
ク
チ
ン
・

子
育
て
支
援
医
療
費
の
助
成
、
小
・
中
学
校
で
の
少
人
数
学
級
等

の
推
進

3
．�

住
民
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
運
営
を
向
上
す
る
た
め
の
基
幹
業
務
シ
ス

テ
ム
の
更
新

4
．�

教
育
学
習
環
境
の
充
実
と
し
て
小
学
校
教
室
に
空
調
設
備
の
設
置

5
．�

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
の
保
険
・
医
療
体
制
を
充
実
し
、
利
用

者
負
担
軽
減
な
ど
福
祉
対
策
の
継
続

6
．�

給
食
費
や
修
学
旅
行
費
な
ど
の
町
独
自
の
各
種
住
民
負
担
軽
減
策

は
継
続

●平成23年度会計別予算額

会　　　計　　　別 本年度当初予算 対前年度増減額 対前年度増減率

一　般　会　計 70 億 3,500 万円 ▲ 4,300 万円 ▲ 0.6％

特
別
会
計

国民健康保険（事業勘定） 19 億 5,400 万円 7,750 万円 4.1％
三 郷 山 財 産 区 540 万円 ▲ 30 万円 ▲ 5.3％
老 人 保 健 ─ ▲ 250 万円 皆減
公 共 下 水 道 事 業 9 億 7,100 万円 ▲ 7,900 万円 ▲ 7.5％
介 護 保 険 9 億 6,060 万円 3,880 万円 4.2％
後 期 高 齢 者 医 療 1 億 5,090 万円 ▲ 440 万円 ▲ 2.8％

計 40 億 4,190 万円 3,010 万円 0.8％
企業会計 水道事業 9 億 3,481 万円 1,746 万円 1.9％

合　　　　　計 120 億 1,171 万円 456 万円 0％

120 1,171総額120億1,171万円



地方譲与税等＝地方譲与税+利子割交付金+配当割交付金+株式等譲渡所得割交付金 
地方特例交付金等

※1

※2

※1
※2 ＝地方特例交付金+交通安全対策特別交付金 

▽歳 入 内 訳  
総額 70億3500万円 

▽歳出内訳（性質別） 
総額 70億3500万円 

府支出金 
2億9061万円 
（4.1%） 

繰入金 
6億1015万円
（8.7%） 

地方消費税交付金 
3億6140万円（5.1%）  

地方譲与税等 
7410万円（1.1%）  

分担金及び負担金 
7224万円（1.0%） 

国庫支出金 
5億4698万円 
（7.8%） 

地方特例交付金等 
3800万円（0.5%） 

自動車取得税交付金 
1890万円（0.3%） 

使用料及び手数料 
8570万円（1.2%） 

繰越金 
3000万円（0.4%）  
諸収入 
1億2751万円（1.8%）  

財産収入 
2035万円（0.3%） 

町債 
4億4460万円（6.3%）  

寄附金 
3300万円（0.5%） 

町税 
42億8146万円 
（60.9%） 

積立金 
2022万円（0.3%） 

予備費 
2500万円（0.3%） 

貸付金、投資及び出資金 
9900万円（1.4%） 

維持補修費 
5005万円（0.7%） 

普通建設事業（単独） 
1億1787万円（1.7%）  

 

扶助費 
8億251万円 
（11.4%） 

補助費等 
7億3459万円 
（10.4%） 

繰出金 
5億3403万円 
（7.6%） 

人件費 
20億9658万円 
（29.8%） 

物件費 
17億4861万円 
（24.9%） 

公債費 
5億4716万円（7.8%）  

（一般会計予算額） 民 生 費 土 木 費 

消 防 費 公 債 費 商 工 費 

23,236円 32,719円 15,873円 

16,723人 

70億3,500万円 

（3月1日現在人口） 

125,600円 40,789円 

420,678円 
住民一人あたりの予算額 

教 育 費 総 務 費 衛 生 費 

議 会 費 農林水産業費 

9,173円 7,368円 1,832円 

66,357円 64,386円 33,345円 

労 働 費  

予 備 費 

普通建設事業（補助） 
2億5938万円（3.7%） 

�
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総務費 
10億7,674万円 
（15.3%） 

民生費 
21億41万円 
（29.9%） 

衛生費 
5億5,763万円（7.9%） 

土木費 
6億8,211万円（9.7%）  

教育費 
11億969万円 
（15.8%） 

歳出の 
目的別内訳 

予備費 
2,500万円（0.3%） 

商工費 
2億6,544万円（3.8%） 

議会費 
1億5,340万円（2.2%） 

公債費 
5億4,716万円（7.8%） 

労働費 
564万円（0.1%） 

消防費 
3億8,857万円（5.5%） 

農林水産業費 
1億2,321万円（1.7%） 

�
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行
政
経
営
の
基
本
姿
勢

心
が
か
よ
う
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り

自
治
会
組
織
の
強
化
や

基
幹
シ
ス
テ
ム
の
更
新

◇
人
材
育
成
推
進
事
業
〈
新
〉

�

【
二
百
二
十
五
万
円
】

　

職
員
の
資
質
向
上
や
人
材
育
成
を
推
進
す

る
た
め
、
人
事
評
価
制
度
の
構
築
を
図
り
ま

す
。

◇�

シ
ス
テ
ム
導
入
・
更
新
事
業
（
基
幹
業
務

シ
ス
テ
ム
更
新
）〈
新
〉

�

【
一
億
千
八
百
六
十
九
万
円
】

　

老
朽
化
し
た
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
を
更
新

し
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◇
自
治
会
活
動
支
援
事
業�【
六
百
十
六
万
円
】

　

自
治
会
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
町
政
協

力
費
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、
公
会
堂
等
の

借
地
料
を
助
成
し
ま
す
。

◇
広
報
事
業
（
広
報
く
み
や
ま
発
行
）

�

【
千
百
五
十
万
円
】

　

行
政
情
報
や
町
の
話
題
を
わ
か
り
や
す
く

迅
速
に
提
供
し
、
住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
月
二
回
発
行
し
ま
す
。

◇
広
聴
事
業
（
町
政
モ
ニ
タ
ー
等
）

�

【
五
十
九
万
円
】

　

公
募
等
に
よ
り
二
十
歳
以
上
の
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
、
年
三
回
程
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
り
意
見
を
聴
き
ま
す
。
ま
た
、
エ
コ
ー
ラ

イ
ン
・
エ
コ
ー
ポ
ス
ト
等
の
意
見
を
広
報
く

み
や
ま
紙
上
等
で
回
答
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
施
策

魅
力
を
生
み
出
す

定
住
と
交
流
の
基
盤
づ
く
り

個
性
あ
ふ
れ
る
公
園
整
備
や

の
っ
て
こ
バ
ス
等
の
活
用

◇�

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
事
業

〈
新
〉�

【
三
百
三
十
万
円
】

　

安
全
で
安
心
な
橋
梁
の
維
持
管
理
を
お
こ

な
う
た
め
、
維
持
管
理
の
基
本
的
な
方
針
や

改
修
・
架
け
換
え
の
時
期
な
ど
を
具
体
化
す

る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

◇
個
性
あ
ふ
れ
る
公
園
整
備
事
業
〈
新
〉

�

【
百
五
十
万
円
】

　

地
域
に
根
ざ
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
公
園
整

備
を
お
こ
な
う
た
め
、
計
画
段
階
か
ら
地
域

住
民
が
参
画
し
た
公
園
整
備
を
お
こ
な
い
ま

す
。

◇�

都
市
計
画
推
進
事
業
（
地
権
者
ア
ン
ケ
ー

ト
等
実
施
）�

【
五
百
万
円
】

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
に
基
づ

き
、
計
画
的
か
つ
適
正
な
都
市
計
画
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
住
街
区
促
進
ゾ
ー
ン
の
地

権
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
事
業
計
画
素

案
を
作
成
し
ま
す
。

◇
巡
回
バ
ス
（
の
っ
て
こ
バ
ス
）
運
行
事
業

�

【
三
千
三
百
八
十
四
万
円
】

　

町
内
公
共
交
通
網
の
充
実
と
住
民
の
交
通

●議会費　議会運営のために使うお金

●総務費�　全般的なまちづくりの費用や役場の
庁舎維持管理などの総括的な事務に使
うお金

●民生費�　高齢者や障害者、保育所運営などの
福祉全般の事務や事業に使うお金

●衛生費�　保健衛生やごみ処理など安全で衛生
的な生活のために使うお金

●労働費　勤労者の技能の養成などに使うお金

●農林水産業費　農業の振興のために使うお金

●商工費　商工業の振興に使うお金

●土木費�　町道の新設や改良、河川の維持管理、
都市計画事業などに使うお金

●消防費�　防火水利・消防機械器具等の整備や
消防団の運営などに使うお金

●教育費�　幼稚園や小・中学校の運営費用や生
涯学習のための費用、町内の体育施設
の維持管理などに使うお金

●公債費�　建設事業などをおこなうための借入
金を返済するお金

●予備費�　予算外の支出または予算超過の支出
にあてるお金

主
な
新
規
事
業
・
継
続
事
業�

〈
新
〉
は
新
規
事
業
で
す
。
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利
便
性
向
上
の
た
め
、
巡
回
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。

◇�

巡
回
バ
ス
（
の
っ
て
こ
バ
ス
）
運
行
事
業

（
バ
ス
カ
ー
ド
等
購
入
高
齢
者
助
成
金
）

�

【
二
百
二
十
五
万
円
】

　

高
齢
者
の
外
出
を
支
援
し
、
老
後
の
生
活

の
充
実
を
図
る
た
め
、
七
十
歳
以
上
の
高
齢

者
に
対
し
、
バ
ス
カ
ー
ド
等
の
購
入
助
成
を

お
こ
な
い
ま
す
。

◇
道
路
橋
梁
新
設
改
良
整
備
事
業

�

【
一
億
五
千
八
十
四
万
円
】

　

円
滑
で
安
全
な
道
路
交
通
体
系
確
立
の
た

め
、
道
路
の
整
備
・
改
良
な
ど
を
お
こ
な
い

ま
す
。

◇
公
園
維
持
管
理
事
業

�

【
四
千
四
百
三
十
四
万
円
】

　

公
園
の
機
能

を
保
持
す
る
た

め
、
樹
木
剪
定

や
清
掃
な
ど
の

適
正
な
維
持
管

理
を
お
こ
な
う

ほ
か
、
遊
具
な

ど
の
安
全
点
検
を
隔
年
で
実
施
し
て
適
切
な

改
修
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◇
巨
椋
池
排
水
対
策
推
進
事
業

�

【
二
千
百
六
万
円
】

　

巨
椋
池
地
域
に
流
入
す
る
農
地
・
市
街
化

区
域
の
雨
水
を
排
除
す
る
水
路
管
理
お
よ
び

巨
椋
池
排
水
機
場
の
運
転
管
理
に
係
る
経
費

を
負
担
し
ま
す
。

◇
河
川
水
路
維
持
管
理
事
業

�

【
六
百
九
十
九
万
円
】

　

町
内
河
川
や
小
水
路
の
機
能
維
持
・
環
境

保
全
を
図
り
ま
す
。

◇
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

�

【
二
億
千
百
九
万
円
】

　

快
適
な
生
活
環
境
と
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
を
図
る
た
め
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
へ
の
繰
り
出
し
を
し
ま
す
。

豊
か
な
暮
ら
し
や
人
々
の
活
力
を

創
造
す
る
産
業
づ
く
り

久
御
山
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
や

中
小
企
業
を
支
援

◇�

巨
椋
池
地
区
国
営
附
帯
府
営
農
地
防
災
事

業
推
進
事
業�

【
三
百
九
十
万
円
】

　

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
に
関
連
す
る
幹

線
排
水
路
な
ど
の
整
備
を
国
・
京
都
府
と
共

同
で
推
進
し
ま
す
。

◇�
農
産
物
直
売
所
運
営
補
助
事
業
（
ま
ち
の

駅
運
営
補
助
金
）�

【
二
百
八
十
五
万
円
】

　
「
ま
ち
の
駅
ク

ロ
ス
ピ
ア
く
み
や

ま
」
内
で
加
工
品

の
製
造
、
販
売
を

お
こ
な
う
農
産
物

直
売
所
運
営
協
議

会
に
対
し
支
援
を

し
ま
す
。

◇
久
御
山
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

�

【
百
六
十
四
万
円
】

　

町
特
産
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
路
拡

大
を
図
る
た
め
、
袋
詰
フ
ィ
ル
ム
や
ビ
ニ
帯

な
ど
を
購
入
し
た
農
家
に
対
し
、
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
展
示
会
等
出
展
支
援
助
成
事
業

�

【
二
百
二
十
五
万
円
】

　

町
内
の
中
小
企
業
が
開
発
・
製
作
し
た
製

品
等
を
公
的
機
関
な
ど
が
開
催
す
る
展
示
会

に
出
展
す
る
場
合
、
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

◇
中
小
企
業
者
資
金
低
利
融
資
事
業

�

【
一
億
五
千
八
百
二
十
八
万
円
】

　

中
小
企
業
経
営
の
安
定
の
た
め
に
、
必
要

な
資
金
の
融
資
を
受
け
た
者
に
対
し
、
そ
の

融
資
に
係
る
保
証
料
お
よ
び
利
子
の
一
部
を

補
給
し
ま
す
。

◇
商
工
会
運
営
等
補
助
事
業

�

【
千
七
百
六
十
六
万
円
】

　

地
域
商
工
業
者
の
経
営
力
の
強
化
と
活
性

化
を
図
る
た
め
、
総
合
的
な
支
援
を
お
こ
な

う
町
商
工
会
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

◇
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
実
施
事
業

　
（
実
施
委
員
会
補
助
金
）�

【
千
二
百
万
円
】

　

町
内
の
産
業
に
携
わ
る
関
係
団
体
等
が
お

互
い
の
交
流
や
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
、

町
の
産
業
へ
の
認
識
を
深
め
る
た
め
に
開
催

す
る
「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
」
の
実
施

委
員
会
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

◇
ま
ち
の
駅
施
設
運
営
・
維
持
管
理
事
業

�

【
三
千
二
百
十
九
万
円
】

　
「
ま
ち
の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
の

適
切
な
運
営
・
維
持
管
理
を
お
こ
な
い
ま
す
。

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を

育
む
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

小
学
校
の
空
調
設
備
設
置
や
地
域
と

連
携
し
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
活
動
支
援

◇
学
校
運
営
補
助
事
業
〈
新
〉

�

【
四
百
八
十
四
万
円
】

　

教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
各
種
団
体
な

ど
に
対
し
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、

児
童
生
徒
の
運
動
意
欲
の
向
上
、
地
域
環
境

の
改
善
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
醸
成
を

め
ざ
す
た
め
、
運
動
場
な
ど
の
芝
生
化
を
推

進
す
る
地
域
の
芝
生
化
実
行
委
員
会
な
ど
に

対
し
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◇�

小
学
校
施
設
整
備
事
業
（
空
調
設
備
工
事
、

監
理
業
務
）〈
新
〉�【
一
億
三
千
八
百
十
万
円
】

　

学
校
の
快
適
で
安
全
な
教
育
環
境
を
確
保

す
る
た
め
、
町
内
小
学
校
に
空
調
設
備
を
設

置
し
ま
す
。

◇
小
学
校
学
力
向
上
対
策
事
業

�

【
千
百
六
十
六
万
円
】

　

児
童
の
学
力
充
実
・
向
上
を
図
る
た
め
、

少
人
数
授
業
の
た
め
の
非
常
勤
講
師
を
配
置

し
ま
す
。

◇
小
学
校
施
設
設
備
事
業
（
耐
震
補
強
）

�

【
三
千
八
百
八
十
四
万
円
】

　

学
校
施
設
の
快
適
で
安
全
な
教
育
環
境
を

確
保
す
る
た
め
、
校
舎
の
耐
震
補
強
事
業
や

体
育
館
の
耐
震
化
設
計
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◇
中
学
校
学
び
推
進
事
業�【
百
五
十
七
万
円
】

　

中
学
生
の
自
主
的
な
学
習
と
基
礎
学
力
向

上
の
た
め
、
主
に
国
語
・
数
学
・
英
語
の
三

教
科
に
つ
い
て
、
月
二
回
程
度
の
土
曜
塾
を

開
催
し
ま
す
。

◇
中
学
校
学
力
向
上
対
策
事
業

�

【
七
百
五
十
三
万
円
】

　

生
徒
指
導
お
よ
び
学
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
二
・
三
年
生
に
少
人
数
学
級
制
を
導
入

す
る
た
め
の
非
常
勤
講
師
を
配
置
し
ま
す
。

◇
国
際
理
解
教
育
推
進
事
業

�

【
二
千
二
百
七
十
四
万
円
】

　

国
際
性
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

外
国
青
年
招
致
事
業
や
ワ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
・
ス

テ
ー
ト
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
の
交
流
の
ほ
か
、

▲森ふれあい公園
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一
校
区
に
一
人
の
外
国
人
講
師
を
雇
用
し
、

幼
児
期
か
ら
生
き
た
英
語
を
聞
く
機
会
を
設

け
て
国
際
理
解
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

◇
子
ど
も
居
場
所
づ
く
り
事
業

�

【
五
十
二
万
円
】

　

放
課
後
や
土
曜
日
等
に
地
域
の
集
会
所
な

ど
に
お
い
て
「
ま
な
び
教
室
」
を
開
催
し
、

子
ど
も
た
ち
の
体
験
・
学
習
活
動
な
ど
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

お
互
い
を
尊
重
し
、
豊
か
な

文
化
あ
ふ
れ
る
風
土
づ
く
り

国
民
文
化
祭
の
実
施
と

平
和
学
習
の
推
進

◇�

国
民
文
化
祭
実
施
事
業
（
実
行
委
員
会
補

助
金
）�

【
五
百
万
円
】

　

文
化
活
動
へ
の
参
加
意
欲
を
喚
起
し
、
地

方
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
平
成
二

十
三
年
度
に
京
都
府
で
開
催
さ
れ
る
国
民
文

化
祭
に
参
加
し
、各
種
行
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◇
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
指
定
管
理
料

�

【
一
億
六
千
二
百
三
十
六
万
円
】

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
効
率
的
運
営
を
図
り

ま
す
。

◇�

社
会
体
育
活
動
支
援
事
業
（
体
育
協
会
補

助
金
）�

【
五
百
万
円
】

　

住
民
の
自
発
的
な
ス
ポ

ー
ツ
活
動
や
競
技
力
向
上

を
図
る
た
め
、
体
育
協
会

が
実
施
す
る
事
業
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
平
和
学
習
推
進
事
業�

【
百
三
十
万
円
】

　

平
和
を
愛
す
る
心
を
育
て
る
た
め
、
小
中

学
生
を
被
爆
地
広
島
へ
派
遣
し
、
平
和
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。

◇
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
事
業

�

【
百
三
十
七
万
円
】

　

男
女
平
等
と
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

具
体
的
な
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

結
び
合
い
が
支
え
る

福
祉
と
健
康
づ
く
り

子
育
て
支
援
事
業
や
障
害
の

あ
る
人
へ
の
支
援
の
推
進

◇
健
康
づ
く
り
推
進
事
業�

【
七
十
三
万
円
】

　
「
健
康
く
み
や
ま
21
」
に
基
づ
く
事
業
と

し
て
、
五
つ
の
日
常
生
活
習
慣
の
改
善
目
標

の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、

「
食
育
推
進
基
本
方
針
」
に
基
づ
く
食
育
の

推
進
を
展
開
し
ま
す
。

◇
妊
産
婦
支
援
事
業�

【
千
百
六
十
五
万
円
】

　

母
子
手
帳
の
発
行
、
妊
産
婦
健
康
診
査
を

は
じ
め
、
妊
産
婦
等
栄
養
強
化
事
業
や
パ
パ

&
マ
マ
教
室
の
開
催
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◇
乳
幼
児
健
康
診
査
事
業

�

【
三
百
五
十
九
万
円
】

　

各
種
の
乳
幼
児
健
康
診
査
を
お
こ
な
い
、

乳
幼
児
の
健
康
増
進
、
障
害
の
早
期
発
見
に

努
め
、
適
正
な
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
子
ど
も
の
心
の
健
や
か
な
発
達
支
援

の
た
め
に
、
乳
幼
児
期
か
ら
絵
本
を
通
じ
て
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
大
切
に
す
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◇
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
事
業

�

【
五
千
二
百
三
十
二
万
円
】

　

乳
幼
児
か
ら
中
学
校
就
学
前
ま
で
の
児
童

に
対
し
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
の
全
額
を

助
成
し
ま
す
。（
一
診
察
科
に
つ
き
二
百
円

／
月
は
除
く
）

◇
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

�

【
八
百
五
十
四
万
円
】

　

安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
や

支
援
を
お
こ
な

う
た
め
、
集
い

の
広
場
事
業
を

は
じ
め
相
談
事
業
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育

成
な
ど
、
子
育
て
支
援
を
総
合
的
・
計
画
的

に
推
進
し
ま
す
。

◇�

学
校
保
護
者
負
担
軽
減
事
業
（
小
学
校
・

中
学
校
）�

【
二
千
六
百
三
十
六
万
円
】

　

保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

児
童
・
生
徒
の
学
級
費
を
は
じ
め
、
修
学
旅

行
費
や
校
外
活
動
費
な
ど
に
対
し
、
補
助
を

し
ま
す
。

◇
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
措
置
事
業

�

【
七
百
五
十
万
円
】

　

心
身
の
健
康
保
持
や
安
定
し
た
生
活
を
す

る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
措
置
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◇
介
護
予
防
運
動
指
導
事
業�【
百
十
九
万
円
】

　

六
十
歳
以
上
の
住
民
を
対
象
に
、
健
康
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
運
動
指
導
事
業
を

荒
見
苑
な
ど
に
お
い
て
利
用
で
き
る
機
会
を

設
け
ま
す
。

◇�
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
者
負
担
額
助
成
事

業�

【
七
百
八
十
万
円
】

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
諸
事
業
の
利
用
者
に

対
し
、
利
用
料
の
四
分
の
一
を
助
成
し
ま
す
。

◇
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
事
業

�

【
六
百
六
十
万
円
】

　

高
齢
者
の
多
様
な
就
業
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

生
き
が
い
対
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
対
し
補
助
を

お
こ
な
い
ま
す
。

◇
敬
老
会
等
事
業�

【
千
八
十
八
万
円
】

　

高
齢
者
の
長
寿
を
祝
う
た
め
、
七
十
歳
以

上
の
住
民
を
対
象
に
、
敬
老
会
の
開
催
や
敬

老
金
の
支
給
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◇
福
祉
医
療
費
助
成
事
業

�

【
五
千
二
百
七
十
万
円
】

　

六
十
五
歳
未
満
の
重
度
心
身
障
害
者
な
ら

び
に
母
子
家
庭
の
児
童
お
よ
び
そ
の
母
の
健

康
の
保
持
と
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
医

療
費
を
助
成
し
ま
す
。

◇
障
害
者
自
立
支
援
事
業

�

【
二
億
二
千
二
百
五
十
七
万
円
】

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
自
立
支
援
医
療
費
や
、
補
装
具
の
給
付

を
お
こ
な
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

給
す
る
た
め
に
必
要
な
障
害
程
度
区
分
の
判

定
を
す
る
審
査
会
の
運
営
や
認
定
調
査
委
託

な
ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◇
障
害
者
日
常
生
活
支
援
事
業

　

�（
障
害
者
訓
練
等
給
付
等
通
所
交
通
費
助

成
金
）�

【
二
十
万
円
】

　

通
所
事
業
所
を
利
用
す
る
障
害
の
あ
る
人

に
、
通
所
が
容
易
に
な
る
よ
う
交
通
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

◇
低
所
得
者
等
経
済
的
支
援
事
業

�

【
六
百
二
十
三
万
円
】

　

低
所
得
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
く

ら
し
の
資
金
の
貸
付
お
よ
び
母
子
世
帯
な
ど

に
対
す
る
水
道
料
金
の
助
成
等
を
お
こ
な
い

▲町総合体育大会開会式
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平成23年度当初予算

ま
す
。

◇
母
子
療
育
教
室
運
営
事
業

�

【
千
三
百
六
十
八
万
円
】

　

発
達
に
課
題
を
抱
え
る
就
学
前
の
子
ど
も

と
親
を
対
象
に
、
母
子
療
育
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

◇
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
支
援
事
業

�

【
三
千
六
百
七
十
三
万
円
】

　

地
域
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
の
活

動
を
実
施
し
て
い
る
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

対
し
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◇�

後
期
高
齢
者
医
療
一
般
事
務
費
（
健
康
診

査
業
務
）�

【
四
百
八
十
九
万
円
】

　

後
期
高
齢
者
の
疾
病
予
防
や
健
康
管
理
の

た
め
の
保
健
事
業
と
し
て
、
基
本
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
。

自
然
と
人
が
と
も
に
生
き
る

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
基
盤
づ
く
り

住
宅
耐
震
改
修
推
進
の

た
め
の
補
助

◇�

地
震
対
策
推
進
事
業
（
住
宅
耐
震
改
修
補

助
金
）�

【
百
二
十
万
円
】

　

地
震
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
や
財
産
な
ど

を
守
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
対

し
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◇�

温
暖
化
防
止
活
動
事
業
（
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
）

�

【
四
百
九
十
万
円
】

　

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
向
け
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
町
内
の
個
人

や
企
業
を
対
象
に
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
に
対
し
補
助
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◇
家
庭
ご
み
収
集
事
業�【
七
千
九
十
二
万
円
】

　

家
庭
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
・
不
燃

物
ご
み
の
収
集
運
搬
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◇
家
庭
ご
み
減
量
推
進
事
業

�

【
五
百
十
八
万
円
】

　

家
庭
ご
み
を

減
量
さ
せ
る
た

め
、
古
紙
な
ど

の
回
収
に
取
り

組
む
地
域
の
団
体
な
ど
に
対
し
補
助
を
お
こ

な
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
用
廃
食
油
に
つ
い

て
地
域
ご
と
に
回
収
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◇
犯
罪
被
害
者
支
援
事
業�

【
百
四
万
円
】

　

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
人
や
そ
の
遺

族
・
家
族
の
精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

相
談
窓
口
の
開
設
や
経
済
的
支
援
を
含
め
た

総
合
的
な
生
活
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計

国
民
健
康
保
険

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
総
額
十
九
億
五
千

四
百
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
低
所

得
者
に
対
す
る
国
保
税
の
負
担
軽
減
を
図
り

な
が
ら
も
、
被
保
険
者
間
の
公
平
性
の
た
め

税
率
改
正
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
引
き
続

き
国
保
財
政
の
健
全
な
運
営
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保
険
給
付
費
に
十

三
億
二
千
三
百
六
十
万
円
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
な
ど
で
二
億
三
千
六
百
七
十
七
万
円
と

し
、
被
保
険
者
の
健
康
に
関
わ
る
保
健
事
業

に
つ
い
て
は
、
特
定
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な

ど
の
健
康
助
成
に
二
千
五
百
九
十
万
円
計
上

し
て
い
ま
す
。

三
郷
山
財
産
区

　

三
郷
山
の
保
全
と
適
切
な
管
理
の
た
め
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
総
額
五
百
四
十
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
京
都
府
お
よ
び
城

南
衛
生
管
理
組
合
の
土
地
賃
借
収
入
な
ど
で

五
百
二
十
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
で
五
百
二
十
五
万
円

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
億
七
千
百
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
使
用
料
及
び
手
数

料
で
五
億
八
千
七
百
十
五
万
円
、
国
庫
支
出

金
で
六
千
七
百
五
十
万
円
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
で
二
億
千
百
九
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
下
水
道
築
造
費
に
二
億
五
千

九
百
九
十
八
万
円
を
計
上
し
、
東
一
口
地
域

の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険

　

介
護
を
要
す
る
状
態
と
な
っ
て
も
で
き
る

限
り
自
宅
で
自
立
し
た
生
活
を
営
め
る
よ
う

に
、
真
に
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
九
億
六
千
六
十
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
保
険
料
で
一
億
九
千
六
百
三
十

四
万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ
か
、
国
庫
支
出

金
で
一
億
九
千
二
百
十
六
万
円
、
支
払
基
金

交
付
金
で
二
億
七
千
四
十
二
万
円
、
一
般
会

計
な
ど
か
ら
の
繰
入
金
で
一
億
六
千
九
百
一

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
に
八
億
九
千
二

十
七
万
円
、
地
域
支
援
事
業
費
で
三
千
四
百

十
六
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
一
億
五
千
九
十
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
被
保
険
者
か
ら
徴

収
さ
れ
る
保
険
料
で
一
億
二
千
三
百
三
十
五

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
で
百
四
万
円
、
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金
で
一
億
四
千

九
百
五
十
六
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業

　
「
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
水
道
施

設
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
、
将
来
に
わ
た
り

水
道
水
の
安
定
的
に
供
給
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
六
千
七
百
八
十
五
戸
の
皆
さ
ま
に
年

間
総
配
水
量
三
百
四
万
五
千
立
方
㍍
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
入
は
、
水
道
料
金
の
収
益
等
で

五
億
五
百
六
十
六
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
支
出
の
主
な
も
の
は
、
府
営
水
道

な
ど
か
ら
の
受
水
費
二
億
三
千
四
百
九
十
五

万
円
の
ほ
か
、
配
水
施
設
の
修
繕
な
ど
の
修

繕
費
千
七
百
三
十
四
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

事
務
事
業
を
徹
底
的
に
見
直
し
、
限
ら
れ
た

財
源
を
効
率
的
に
活
用
し
て
皆
さ
ま
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。
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わが家の小さな宝物☆
明るく元気に育ってね。

栄　父 太介さん・母 聡子さん

（平成20年11月 12日生）
下
しも

里
ざと

 佳
か

穂
ほ

ちゃん 

わんぱく3人兄弟。
これからもたくさんの笑顔をヨロシク！

林　父 健一さん・母 美鈴さん

（平成17年11月 3日生）（平成19年9月5日生）（平成21年8月24日生）
岡
おか

林
ばやし

 天
たか

斗
と

・美
み

空
そら

・晴
はる

斗
と

ちゃん 

こうちゃんの笑顔は皆のパワーの源☆
我が家を選んで生まれてくれてありがとう!!

林　父 徹さん・母 美紀さん

（平成22年2月2日生）
北
きた

村
むら

 航
こう

大
だい

ちゃん 

子育て支援学級
総合体育館サブアリーナ

体を動かし笑顔がはじける
3月5日、総合体育館で第4回子育て支援学級が開催さ
れ、26人の親子が、体を動かして絆を深めました。
講師の荒井敏江さんの、皆で歩くだけでも楽しくなると
の指導のもと、皆が手をつないで歩き出すと、子どもたち
のかわいい笑い声がアリーナに広っていました。
そのあとの親子で大きなバランスボールを使用した運動
では、2人でバランスを取りながら子どもたちは、楽しそ
うにボールの上で弾んでいました。

テレビの生中継で本町を紹介
総合体育館

町民運動会が盛り上がる予感
2月24日、総合体育館でテレビの生放送がおこなわれ、
久御山中学校剣道部や全国準優勝の久御山高校サッカー部、
バドミントンのシャトルキッズ、リレーボールで京都ギネ
スを狙う栄3・4丁目チームなどが紹介されました。
番組の後半には、同チームと他の競技チームがリレーボ
ールで対戦し、同チームの圧倒的な勝利で終わりました。
今年の町民運動会は、去年の同競技の勝者の東一口などと
の勝負で盛り上がりが楽しみです。

▲他チームの挑戦を受ける栄3・4丁目チーム▲ボールの上でジャンプする子どもたち

学習発表会・6年生を送る会
� （2月22日・東角小学校）

小学生ドッジボール大会（2月19日・総合体育館）
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地
区
名	

夫
の
氏
名	

妻
の
氏
名

東
一
口　

野
村　

宗
隆　

野
村　

明
子

佐　

山　

奥
村　

陽
介　

奥
村　

愛
子

　

林　
　

松
本　

圭
旦　

松
本　

育
未

　

栄　
　

平
井　
　

翔　

平
井　

早
苗

	

地
区
名	

出
生
児	

父
・
母

藤
和
田　

吉
田　

莉り

子こ　

隆
太
・
明
美

佐　

山　

波　

光こ
う

太た　

 

徹 

・
香
織

　

〃　
　

吉
本　
　

菫
す
み
れ　

光
俊
・
志
帆

　

〃　
　

木
下　

湊み
な

音と　

直
人
・
沙
耶
佳

　

林　
　

石
田
結ゆ

菜な

乃の　

博
孝
・
亜
希
乃

　

〃　
　

原　

美み

織お
り　

祐
太
・
真
奈
美

下
津
屋　

鹿
戸　

七な
な

星せ　

将
人
・
み
さ
と

　

栄　
　

宇
山　

紗さ

葉よ　

博
之
・
政
子

2月15日から3月14日までの受付分（敬称略）

矢形餅の神事（3月6日・室城神社）
人権の花贈呈式� （3月8日・御牧小学校、田井交番他）

花いっぱい運動（
2月22日・東角幼

稚園）

淀苗の接ぎ木
北川顔・藤和田地区

根つきのよい野菜苗づくり
北川顔・藤和田地区で町特産品の「淀苗」の接ぎ木作業
が、最盛期を迎えています。約550年の伝統を誇る淀苗
づくりは、育苗に適した砂質土壌で育てられ、消費者から
「根つきがよく、実入りが多い苗」と喜ばれ、関西各地に
出荷されています。
北藤育苗組合（山本範樹組合長）の15軒の生産農家で
は、台

だい

木
き

にカミソリで切り込みを入れ、穂
ほ

木
ぎ

の切り口とを
あわせてとめる繊細な接ぎ木作業がおこなわれ、3月末か
らの出荷に向け連日作業が続いています。

鉢巻飯の神事
常磐神社（野村）

勤労の尊さを伝承
3月6日、野村の常

とき

磐
わ

神社（野口重典宮司）に祭られる
蔵王社で、鉢巻飯の神事がおこなわれました。この神事は、
15㌢ほどの細長い握り飯に鉢巻のように細縄をまいた神
饌を供えることから鉢巻飯の神事と呼ばれています。
鉢巻飯の由来は、牛

ご

頭
ず

天王（すさのおの命）のお告げで「人
間は、何時も頭に鉢巻を締めている気持ちで額に汗しなが
ら仕事に精を出すことを忘れないように」と鉢巻飯を作っ
て勤労の尊さを知らしめたことによると伝えられています。

▲鉢巻飯などの神饌を清める宮司▲接ぎ木作業をおこなう女性

▲鉢巻飯
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町
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
安
全
な
水

道
水
を
安
心
し
て
ご
使
用
い
た
だ
く
た
め
に
、

水
道
法
に
基
づ
く
水
質
検
査
を
定
期
的
に
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
水
質
検
査
結
果
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
水
質
検
査
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
計
画
書
（
全
文
）
は
、
水
道

課
の
窓
口
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
、
安
定
し
た
水
質
管
理

に
努
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

投
票
日
は
、
4
月
10
日
㈰

　

1
人
で
も
多
く
の
人
が
投
票
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
投
票
日
の
前
で
も
投
票
で
き

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票  

　

投
票
日
（
4
月
10
日
）
に
投
票
所
に
行
け

な
い
と
見
込
ま
れ
る
人
が
、
期
日
前
投
票
所

に
お
い
て
、
投
票
日
の
前
に
投
票
で
き
る
制

度
で
す
。（
久
御
山
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
。）

　

期
日
前
投
票
の
投
票
場
所
は
、
役
場
庁
舎

1
階
ロ
ビ
ー
で
す
。
投
票
で
き
る
期
間
は
、

4
月
2
日
㈯
か
ら
9
日
㈯
ま
で
で
、
投
票
時

間
は
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時
ま
で

で
す
。
土
曜
日
、
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票  

　

投
票
日
前
に
お
こ
な
う
次
の
投
票
は
、
不

在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。

・ 

仕
事
先
や
旅
行
先
な
ど
の
名
簿
登
録
地

以
外
の
市
町
村
で
お
こ
な
う
投
票

・ 

病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
で
お

こ
な
う
投
票

・ 

投
票
日
当
日
ま
で
に
満
20
歳
を
迎
え
る

が
、
投
票
を
行
う
日
現
在
、
ま
だ
20
歳
に

到
達
し
な
い
場
合
な
ど

問
い�

合
わ
せ
／
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
広
報
行
政
課
内
）

くみちゃん

めいすいくん

平成２２年度　水質基準項目の水質検査結果
検査項目 単位 水質基準値 最高 最低 平均

1 一般細菌 個/㍉㍑ 100以下 検出せず 検出せず 検出せず
2 大腸菌 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず
3 カドミウム及びその化合物 ㍉㌘／㍑ 0.003以下 0.000 ３未満 0.000 ３未満 0.000 ３未満
4 水銀及びその化合物 ㍉㌘／㍑ 0.0005以下 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満
5 セレン及びその化合物 ㍉㌘／㍑ 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
6 鉛及びその化合物 ㍉㌘／㍑ 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
7 ヒ素及びその化合物 ㍉㌘／㍑ 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
8 六価クロム化合物 ㍉㌘／㍑ 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満
9 シアン化物イオン及び塩化シアン ㍉㌘／㍑ 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
10 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 ㍉㌘／㍑ 10以下 0.65 0.39 0.537 
11 フッ素及びその化合物 ㍉㌘／㍑ 0.8以下 0.08 0.08未満 0.080 
12 ホウ素及びその化合物 ㍉㌘／㍑ 1.0以下 0.02未満 0.02未満 0.02未満
13 四塩化炭素 ㍉㌘／㍑ 0.002以下 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満
14 １, ４-ジオキサン ㍉㌘／㍑ 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満
15 シス-1,2-ジクロロエチレン及びトランス-1,2-ジクロロエチレン ㍉㌘／㍑ 0.04以下 0.004未満 0.004未満 0.004未満
16 ジクロロメタン ㍉㌘／㍑ 0.02以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満
17 テトラクロロエチレン ㍉㌘／㍑ 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
18 トリクロロエチレン ㍉㌘／㍑ 0.03以下 0.002 0.001 0.0013
19 ベンゼン ㍉㌘／㍑ 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
20 塩素酸 ㍉㌘／㍑ 0.6以下 0.08 0.06未満 0.064
21 クロロ酢酸 ㍉㌘／㍑ 0.02以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満
22 クロロホルム ㍉㌘／㍑ 0.06以下 0.007 0.001 0.0035
23 ジクロロ酢酸 ㍉㌘／㍑ 0.04以下 0.004未満 0.004未満 0.004未満
24 ジブロモクロロメタン ㍉㌘／㍑ 0.1以下 0.002 0.001未満 0.0016
25 臭素酸 ㍉㌘／㍑ 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
26 総トリハロメタン ㍉㌘／㍑ 0.1以下 0.01 0.01未満 0.010 
27 トリクロロ酢酸 ㍉㌘／㍑ 0.2以下 0.02未満 0.02未満 0.02未満
28 ブロモジクロロメタン ㍉㌘／㍑ 0.03以下 0.005 0.001 0.0028
29 ブロモホルム ㍉㌘／㍑ 0.09以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満
30 ホルムアルデヒド ㍉㌘／㍑ 0.08以下 0.008未満 0.008未満 0.008未満
31 亜鉛及びその化合物 ㍉㌘／㍑ 1.0以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満
32 アルミニウム及びその化合物 ㍉㌘／㍑ 0.2以下 0.03 0.02 0.026
33 鉄及びその化合物 ㍉㌘／㍑ 0.3以下 0.03未満 0.03未満 0.03未満
34 銅及びその化合物 ㍉㌘／㍑ 1.0以下 0.01未満 0.01未満 0.01未満
35 ナトリウム及びその化合物 ㍉㌘／㍑ 200以下 16 14 15.0 
36 マンガン及びその化合物 ㍉㌘／㍑ 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満
37 塩化物イオン ㍉㌘／㍑ 200以下 18.1 10.7 12.50 
38 カルシウム・マグネシウム等（硬度） ㍉㌘／㍑ 300以下 37.7 36.5 37.10 
39 蒸発残留物 ㍉㌘／㍑ 500以下 121 108 115.6
40 陰イオン界面活性剤 ㍉㌘／㍑ 0.2以下 0.02未満 0.02未満 0.02未満
41 ジェオスミン ㍉㌘／㍑ 0.00001以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満
42 2-メチルイソボルネオール ㍉㌘／㍑ 0.00001以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満
43 非イオン界面活性剤 ㍉㌘／㍑ 0.02以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満
44 フェノール類 ㍉㌘／㍑ 0.005以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満
45 有機物（全有機炭素の量） ㍉㌘／㍑ 3以下 0.9 0.3未満 0.41
46 ＰＨ値 5.8-8.6 7.40  7.03 7.178
47 味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
48 臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
49 色度 度 5度以下 1未満 1未満 1未満
50 濁度 度 2度以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満

水
道
水
の
水
質
検
査
結
果
を

�

お
知
ら
せ
し
ま
す

京
都
府
議
会
議
員

一
般
選
挙
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行政ニュース

　

町
で
は
、
公
共
交
通
バ
ス
利
用
の
促
進
を

図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
外
出
を
支
援
し
、

老
後
の
生
活
の
充
実
を
図
る
た
め
、「
バ
ス

カ
ー
ド
等
購
入
高
齢
者
助
成
金
制
度
」
を
今

年
度
も
実
施
し
ま
す
。

対
象�

／
町
内
在
住
で
平
成
23
年
4
月
1
日
現

在
、
70
歳
（
昭
和
16
年
4
月
1
日
生
以

前
）
以
上
の
人

助
成�

額
／
購
入
代
金
の
半
額
（
2
，
5
0
0

円
を
限
度
）

申
請�

・
問
い
合
わ
せ
／
4
月
5
日
㈫
か
ら
、

身
分
証
明
書
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

都
市
計
画
課
へ
。

※ 

6
月
1
日
㈬
以
降
に
発
売
さ
れ
る
京
阪
バ

ス
グ
ル
ー
プ
の
次
表
の
バ
ス
カ
ー
ド
の
利

用
可
能
額
が
変
わ
り
ま
す
。
他
の
バ
ス
カ

ー
ド
な
ど
に
つ
い
て
は
、
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。

町
バ
ス
カ
ー
ド
等
購
入

高
齢
者
助
成
金
制
度

▼利用可能額が変わるバスカード

カード
の種類

旧 新

発売額 利　用
可能額 発売額 利　用

可能額

通常　　　
バスカード 5,000

  円

5,600
  円

5,000
  円

5,500
  円

昼間割引　
バスカード 3,000

  円

4,000
  円

3,000
  円

3,700
  円

　狂犬病は、野生動物や家畜はもちろん人間にも感染
し、一度発病すると、治療法がなく必ず死亡する恐ろ
しい病気です。
　現在、日本ではその発生を食い止めていますが、い
つ国内に侵入するかわかりません。必ず狂犬病予防注
射を受けて下さい。
　狂犬病の予防注射を受けないと、愛犬だけでなくあ
なたや付近の人を危険にさらすことになります。室内
犬でも狂犬病予防注射が必要です。
狂犬病予防注射と登録
　ご家庭で飼われている生後91日以上の犬は、法律

により生涯に1回の登録と毎年1回の狂犬病予防注射
を受けなければなりません。
　下表の日程で集合注射をおこないますので、近くの
会場で受けてください。
料金／注射料 ………………………2,650円　　　　　
　　　注射済票交付手数料 …………550円　　　　　
　　　登録手数料 …………………3,000円　　　　　
※ すでに登録している犬の登録手数料は、必要ありま
せん。
問い合わせ／環境保全課

必ず  狂犬病予防注射 を受けましょう

▼平成 23年度狂犬病予防集合注射の日程

実施月日 時　　間 会　　場

4
月
11
日
㈪

午前9時30分～10時10分 ミサワ林集会所

午前10時20分～ 11時 栄3・4丁目集会所

午前11時10分～11時50分 栄中央公園（2丁目）

午後1時10分～1時40分 佐古公民館入口

午後1時50分～2時20分 松陽台集会所

午後2時30分～3時 佐山集荷場（淨安寺南側）

4
月
12
日
㈫

午前9時30分～9時50分 大橋辺公民館

午前10時～10時30分 北川顔公会堂

午前10時40分～11時10分 藤和田公会堂

午前11時20分～11時50分 島田公会堂

実施月日 時　　間 会　　場

4
月
12
日
㈫

午後1時10分～1時40分 下津屋公民館

午後1時50分～2時20分 田井公会堂

午後2時30分～3時 御牧保育所前

4
月
14
日
㈭

午前9時30分～10時10分 市田公民館

午前10時20分～10時50分 鈴間集会所

午前11時～11時30分 野村公会堂（北側）

午後1時10分～1時40分 旧JA京都やましろ東一口事業所前

午後1時50分～2時20分 坊之池公会堂

午後2時30分～3時 役場（消防本部南側）
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広
報
く
み
や
ま
・
有
料
広
告

　

広
報
く
み
や
ま
は
、
毎
月
2
回
（
1
日
と

15
日
）
発
行
し
て
い
ま
す
。
広
告
の
掲
載
は

1
日
号
の
み
で
、
町
内
全
世
帯
お
よ
び
事
業

所
な
ど
に
7
，
7
0
0
部
配
布
し
て
い
ま
す
。

規
格
／
1
枠
…
縦
44
㍉
×
横
58
㍉

　
　
　

2
枠
…
縦
44
㍉
×
横
1
1
9
㍉

　
　
　

3
枠
…
縦
44
㍉
×
横
1
8
0
㍉

料
金
／
1
枠
…
5
，
0
0
0
円

　
　
　

2
枠
…
1
0
，
0
0
0
円

　
　
　

3
枠
…
1
5
，
0
0
0
円

※ 

6
回
以
上
の
連
載
の
場
合
、
割
引
制
度
が

あ
り
ま
す
。

掲
載
場
所
／
A
4
版
4
段
組
の
下
1
段

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課
に

備
え
付
け
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
掲
載
し
よ
う

と
す
る
広
告
案
な
ど
を
添
え
て
掲
載
を

希
望
す
る
広
報
く
み
や
ま
の
発
行
日
の

40
日
前
ま
で
に
広
報
行
政
課
へ
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ・バ
ナ
ー
広
告

　

昨
年
4
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow

n.kum
iya 

m
a.lg.jp

）
上
に
掲
載
す
る
有
料
広
告
（
バ

ナ
ー
広
告
）
で
す
。

規
格�

／
画
像
の
大
き
さ
…
縦
60
ピ
ク
セ
ル
×

横
1
4
0
ピ
ク
セ
ル
、
画
像
の
形
式
…

Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式
の
静
止
画
像
、
画
像
の
容

量
…
20
キ
ロ
バ
イ
ト
以
内

料
金
／
1
か
月
1
枠
1
0
，
0
0
0
円

掲
載�

場
所
／
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
広
報
行
政
課
に

備
え
付
け
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
必
要
書
類
な

ど
を
添
え
て
広
報
行
政
課
へ
。

※ 

い
ず
れ
の
広
告
も
電
話
、
フ
ァ
ク
ク
シ
ミ

リ
、
E
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

広報くみやま

ホームページ

有
料
広
告
募
集

　

町
で
は
、
新
た
な
財
源
の
確
保
と
お
店
や
会
社
な
ど
暮
ら
し
に
役
立

つ
情
報
の
提
供
を
図
る
た
め
、「
広
報
く
み
や
ま
」と「
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

に
掲
載
す
る
有
料
広
告
（
バ
ナ
ー
広
告
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　町では、町内の四季折々の自然や文化、風景な
ど町の魅力を伝える写真を募集します。
　選考のうえ採用された作品は、町民カレンダー
などの印刷物や町ホームページなどに使用します。
規格�／カラープリント4つ切りまたはA4サイズ
紙

注意�事項／①おおむね1年以内に町内で撮影され
た未発表のものに限ります。

　　② 作品の著作権は作者にありますが、使用権
は町に帰属します。

　　③ デジタル写真の場合、画像処理はおこなわ
ないでください。

　　④ 町は、人物など被写体に対する肖像権の侵
害などの責任は負いません。

応募�・問い合わせ／ 9月30日㈮までに、作品の
裏面に住所・氏名・年齢・電話番号・写真の
題名・撮影場所・撮影日をご記入のうえ、広
報行政課へ。

久御山の写真募集
　

ま
ち
の
駅
「
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
」
は
、

今
月
25
日
で
オ
ー
プ
ン
1
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

町
で
は
、
1
周
年
に
合
わ
せ
て
久
御
山
町

産
野
菜
の
朝
市
な
ど
の
事
業
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
ク
ロ
ス
ピ
ア

く
み
や
ま
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.crosspeer.jp/

）
な
ど
に
掲
載
し
ま

す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
い�

合
わ
せ
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
、
ま

た
は
、
産
業
課

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま

オ
ー
プ
ン
1
周
年

▲昨年4月のオープン式典
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公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
地
域
の
ご
家
庭
や
事
業
所
な
ど
は
、
便
所

を
水
洗
化
し
、
生
活
排
水
と
と
も
に
、
公
共

下
水
道
管
に
接
続
す
る
た
め
の
排
水
設
備
工

事
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
排
水
設
備
工
事
は
、
公
共
下
水
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か
ら
、
く
み
取

り
式
便
所
は
3
年
以
内
、
浄
化
槽
設
置
便
所

は
6
ヵ
月
以
内
に
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
は
、
町
の
指
定
を
受
け
た

排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
で
な
い
と
施
工
で

き
ま
せ
ん
。
町
で
は
、
1
1
9
業
者
を
指
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
下
水
道
課
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
な
ど
の

排
水
設
備
工
事
で
、
設
備
資
金
を
必
要
と
す

る
場
合
は
、
町
内
の
金
融
機
関
に
融
資
の
あ

っ
せ
ん
を
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

★
融
資
制
度
が
利
用
で
き
る
人

　

次
の
①
〜
⑤
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
人
で
す
。（
工
場
や
事
業
所
は
対
象
外
）

① 

町
内
に
住
所
が
あ
り
、
独
立
し
た
生
計
を

営
ん
で
い
る
こ
と
。

②
町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

③
償
還
能
力
が
あ
る
こ
と
。

④ 

費
用
を
一
度
に
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
こ
と
。

⑤ 

融
資
を
受
け
る
人
の
ほ
か
に
、
返
済
能
力

の
あ
る
保
証
人
を
一
人
立
て
ら
れ
る
こ
と
。

融
資�

の
限
度
額
／
工
事
費
用
の
範
囲
内
で
１

０
０
万
円
以
内
（
1
万
円
単
位
）

融
資�

期
間
／
84
か
月
（
7
年
）
以
内
（
6
か

月
単
位
）

融
資�

利
率
／
年
利
1
・
0
パ
ー
セ
ン
ト

償
還
方
法
／
元
利
均
等
月
賦
償
還

利
子�

補
給
／
融
資
を
受
け
た
と
き
か
ら
5
年

を
限
度
に
全
額
補
給
し
ま
す
。

申
し�

込
み
／
工
事
契
約
の
と
き
、
排
水
設
備

指
定
工
事
業
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
使
用
料

　

下
水
道
使
用
料
は
水
道
使
用
水
量
に
よ
っ

て
算
定
し
、
2
か
月
ご
と
（
偶
数
月
）
に
水

道
料
金
と
一
緒
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

排
水
設
備
の
点
検

　

下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
定
期
的

に
排
水
設
備
の
「
ま
す
」
を
点
検
し
、
必
要

に
応
じ
て
掃
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
ま
す
」
の
上
に
移
動
が
で
き
な

い
も
の
な
ど
を
置
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課

6
・
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

新
た
に
使
用
可
能
に

公共下水道

6
・
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

新
た
に
使
用
可
能
に

　

快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
め
ざ
し
、
昭
和
57
年
度
か
ら
進
め
て
い

る
公
共
下
水
道
事
業
は
、
4
月
1
日
か
ら
新
た
に
6
・
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

地
域
で
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
く
使
用
で
き
る
地
域
は
、
西
一
口
、
東
一
口
、
佐
山
な
ど
の
一
部

で
す
。
す
で
に
使
用
で
き
る
地
域
と
合
わ
せ
る
と
4
7
6
・
2
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
な
り
、
全
体
計
画
面
積
の
約
92
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

排
水
設
備
工
事
は

町
指
定
工
事
業
者
で

ご
利
用
く
だ
さ
い

町
の
融
資
制
度

■
下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域

■
新
た
に
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域

▼

西
一
口
・
東
一
口
の
一
部

▼

佐
山
の
一
部

下水道で
きれいな川と

環境づくり
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アナログ放送からデジタル放送へ

　　　
　現在のアナログテレビ放送は、2011年（平成23年）
7月24日に終了し、地上デジタル放送に完全移行し
ます。デジタル放送になると、従来のアナログ放送と
比べて、より高品質な映像と音声で視聴することがで
きます。
　アナログ放送が終了すると、現在テレビ画面の右上
に「アナログ」と表示されているテレビは、そのまま
では見ることができなくなります。デジタル放送を見
るためには、デジタル放送対応のテレビに買い換える
か、デジタルチューナーを接続するなどの方法があり
ます。
　地上放送のデジタル化に便乗した地デジ詐欺が発生
しています。正しい知識で悪質商法を撃退しましょう。
＜詐欺の手口＞
・ 業者が「地デジ普及のため」と集金にやって来た。
・ 地デジ工事をかたって前金をだまし取られた。
・ 総務省（デジサポ）と名乗る職員が訪問し費用を請
求された。

＜被害にあわないために＞
・ 頼んでいないことに対する請求や覚えのない請求は、
はっきりと断る。
・ 絶対に部屋に上がらせない。
・ 訪問者の名前や連絡先などを聞いてメモし、身分証
明書の提示を求める。
・ 1人で判断せず、家族や信頼できる近くの電器店な
どに相談する。
　地上デジタルテレビ放送についての疑問や質問は、
「総務省地デジコールセンター」☎0570（07）0101、
またはIP電話などナビダイヤルがつながらない場合☎
03（4334）1111ヘご相談ください。（平日：午前9
時～午後9時、土曜・日曜日、祝日午前9時～午後6時）
　くらしの中のさまざまなトラブルや疑問については、
京都府消費生活安全センター☎075（671）0004、
京都府山城広域振興局商工労働観光室☎0774（21）
2426または町産業課へご相談ください。

58
　

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

子
ど
も
の
救
急
①

　

急
に
熱
を
出
し
た
、
吐
い
た
、
下
痢
を
し

た
な
ど
い
つ
も
と
違
う
こ
と
が
あ
る
と
、
保

護
者
は
慌
て
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
夜
間
や
休
日
な
ど
は
、
ど
う
い
う

タ
イ
ミ
ン
グ
で
受
診
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
の
ポ

イ
ン
ト
や
受
診
方
法
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し

ま
す
。
今
回
は
、「
熱
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

子
ど
も
は
、
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
発
熱
す

る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

　

発
熱
以
外
の
症
状
も
よ
く
観
察
し
、
慌
て

ず
に
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

☆
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
☆

・ 

38
度
以
上
の
場
合
は
、
注
意
が
必
要
で

す
。
入
浴
・
ほ
乳
・
食
事
の
直
後
、
泣
い

た
り
運
動
し
た
後
は
体
温
が
高
く
な
る
の

で
、
朝
・
昼
・
夕
・
寝
る
前
の
静
か
に
し

て
い
る
時
に
熱
を
測
り
ま
し
ょ
う
。

・ 
乳
幼
児
は
年
長
児
に
比
べ
て
0
・
5
度

程
度
、
体
温
が
高
く
、
平
熱
で
も
37
度
を

超
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・ 

38
度
以
上
の
発
熱
で
生
後
3
か
月
未
満

の
乳
児
は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

・ 

生
後
3
か
月
以
上
の
乳
幼
児
で
、
次
の
5

つ
の
項
目
の
う
ち
、
1
つ
で
も
該
当
す
れ

ば
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
該
当
し
な
い
場
合
は
、
翌
日
の
朝

な
ど
通
常
の
診
療
時
間
内
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
時
間
と
と
も
に
具
合

が
悪
く
な
る
よ
う
な
ら
、
小
児
科
の
あ
る

医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
元
気
が
な
く
、
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
。

　

②
お
し
っ
こ
が
極
端
に
少
な
い
。

　

③
活
気
が
な
い
。

　

④
よ
く
眠
れ
ず
に
、
ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
る
。

　

⑤
水
分
を
取
る
の
を
嫌
が
る
。

　

電
話
相
談
な
ど
で
「
す
ぐ
に
病
院
で
診
察

を
受
け
た
方
が
よ
い
」
と
言
わ
れ
た
場
合
に

備
え
、
母
子
手
帳
や
着
替
え
な
ど
を
日
頃
か

ら
ま
と
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
山
城
北
保
健
所
管
内
の
病
院
や
小

児
科
の
医
療
機
関
の
電
話
番
号
を
携
帯
電
話

な
ど
に
登
録
し
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

◎�

小
児
救
急
電
話
相
談
／
【
#
8
0
0
0
】

番
に
電
話
す
る
と
、
府
内
の
病
院
の
小
児

担
当
看
護
師
も
し
く
は
小
児
科
医
が
対
応

し
ま
す
。
携
帯
電
話
や
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か

ら
は
、
☎
0
7
5
（
6
6
1
）
5
5
9
6

◎�

電
話
相
談
時
間
／
土
曜
日
以
外
の
日　

午

後
7
時
〜
11
時
、
土
曜
日　

午
後
3
時
〜

11
時
年
中
無
休
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【
開
館
時
間
】　

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時

　
　
　
　
　
　
　

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

【
休　

館　

日
】　

4
日
㈪
・
11
日
㈪
・
18
日
㈪
・
19
日
㈫
〜

　
　
　
　
　

 　

22
日
㈮
（
特
別
整
理
日
）・
25
日
㈪
・
30
日
㈯

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

〈
鉄
道
フ
ァ
ン
─
電
車
の
魅
力
─
〉

　
　

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
月
は
、
子
ど
も
達
が
夢
中
に
な
る
電
車
や
電
車
の
旅
の

魅
力
な
ど
の
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

オ
ス
ス
メ
本

「
私
を
鉄
旅
に
つ
れ
て
っ
て
」

 

J
T
B
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

　

鉄
道
旅
の
プ
ラ
ン
・
時
刻
表
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、

鉄
道
旅
の
楽
し
さ
を
再
発
見
!

「
鉄
道
記
」
児
童
書 

真
島
満
秀
著

　

著
者
が
30
年
の
歳
月
を
か
け
て
撮
り
た
め
た
写
真
の
数
々
。

日
本
全
国
、
四
季
折
々
の
美
し
さ
を
乗
客
の
思
い
と
と
も
に

綴
る
。

「
パ
ン
や
の
ろ
く
ち
ゃ
ん　

で
ん
し
ゃ
に
の
っ
て
」
児
童
書

 

長
谷
川
義
史
作

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
電
車
に
乗
っ
た
ろ
く
ち
ゃ
ん
。

で
も
、
一
人
旅
だ
と
勘
違
い
さ
れ
た
り
、
隣
の
席
の
人
と
お

弁
当
を
交
換
し
た
り
。
そ
し
て
、
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
る
と
、

不
思
議
な
出
来
事
が
…
。

新
着
図
書
の
紹
介

☆	

お
し
ま
い
の
デ
ー
ト

 

（
瀬
尾
ま
い
こ
著
）

　

孫
娘
と
祖
父
。
捨
て
犬
を
見
つ

け
た
、
O
L
と
大
学
生
…
。
待
ち

合
わ
せ
の
歓
び
と
、
別
れ
る
時
の

切
な
さ
を
描
く
。

☆
村
上
春
樹
雑
文
集	

 

（
村
上
春
樹
著
）

　

エ
ル
サ
レ
ム
賞
・
受
賞
の
ス
ピ

ー
チ
「
壁
と
卵
」、
音
楽
に
つ
い
て

な
ど
、
未
収
録
の
作
品
、
未
発
表

の
文
章
69
篇
。

☆	

み
て
よ　

　

ぴ
か
ぴ
か
ラ
ン
ド
セ
ル

 

（
あ
ま
ん
き
み
こ
文
／
西
巻
茅
子
絵
）

　

赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
買
っ
て
も

ら
っ
た
か
こ
ち
ゃ
ん
。
誰
か
に
見

せ
た
く
な
っ
て
、
野
原
に
出
か
け

て
行
き
ま
し
た
。

「
読
ん
で
み
よ
う
!

	
教
科
書
に
の
っ
て
い
る
お
話
」
展

	

=

（「
子
ど
も
読
書
の
日
」
記
念
事
業
）=

　

4
月
23
日
は
、「
子
ど
も
読
書
の
日
」
で
す
。
ま
た
、
こ
の

日
か
ら
5
月
12
日
ま
で
は
、「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

図
書
館
で
は
、「
読
ん
で
み
よ
う
!
教
科
書
に
の
っ
て
い
る
お

話
」
と
題
し
て
、
図
書
展
示
を
お
こ
な
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

期
間
／
4
月
23
日
㈯
〜
5
月
12
日
㈭

特
別
整
理
に
よ
る
休
館
の
お
知
ら
せ

　

蔵
書
整
理
の
た
め
、
通
常
の
休
館
日
に
加
え
て
4
月
19
日

㈫
か
ら
22
日
㈮
ま
で
休
館
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

Vol.147

里芋と生揚げの炒め煮

144㌔カロリー／ 1人分

食生活改善推進員協議会「久味の会」

 

■材料　2人分

里芋 …………………………………120㌘
生揚げ（厚揚げ） ……………………60㌘
にんじん ………………………………30㌘
さやいんげん（三度豆） ……………20㌘
サラダ油 …………………………小さじ 2

赤唐辛子 ………………………………少々
だし汁 ………………………2／ 3カップ
しょうゆ ………………小さじ 1と 2／ 3
みりん …………………小さじ 1と 2／ 3

作り方

①　里芋は形よく皮をむき、にんじんと
共に食べやすい大きさに切る。さやい
んげんは筋を取り、茹でて斜めに切る。
②　生揚げは熱湯をかけて食べやすい大
きさに切る。
③　鍋に油を熱し、赤唐辛子の小口切り、

にんじん、里芋を軽く炒め、だし汁を
入れて、煮立ったら②、みりん、しょ
うゆを加え、柔らかくなるまで煮る。

④　さやいんげんを加えてさっと煮て、
器に盛り付けて出来上がりです。
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募　
　

集

町
政
モ
ニ
タ
ー

　

町
で
は
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
町
政

に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
を
お
聴
き
し
て
、
町

政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
町
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
20
歳
以
上
の
人

※
前
年
度
の
経
験
者
は
除
き
ま
す
。

任
期
／
平
成
24
年
３
月
ま
で

内
容
／
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
な
ど

定
員
／
先
着
50
人

謝
礼�

／
５
，
０
０
０
円
。
た
だ
し
、
ア
ン
ケ

ー
ト
に
回
答
が
な
い
と
き
は
、
減
額
し

ま
す
。

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
15
日
㈮
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
（
当
日
消
印
有
効
）
ま

た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・

在
勤
の
人
は
勤
務
先
の
所
在
と
名
称
・

「
町
政
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
と
ご
記
入
の

う
え
、
広
報
行
政
課
へ
。
電
話
不
可

が
指
導
し
た
り
、
見
守
っ
た
り
し
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
が
健
全
に
育
つ
よ
う
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
実
施
を
希
望
さ
れ
る
自
治

会
に
は
、
役
員
会
な
ど
に
出
向
い
て
ご
説
明

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

い
き
が
い
大
学

　

町
で
は
、
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
人

生
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
幅
広
い
分
野

に
つ
い
て
学
習
す
る
た
め
、
い
き
が
い
大
学

を
開
講
し
ま
す
。

日
程
／
５
月
～
翌
年
２
月
（
年
間
10
回
）

場
所
／
中
央
公
民
館
な
ど

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
28
日
㈭
ま

で
に
、
社
会
教
育
課
へ
。
電
話
可

※�

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
加
入
者
は
、
各
単
位
ク
ラ

ブ
で
申
し
込
み
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
育
て
中
の

親
子
を
対
象
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
お
こ
な
い

ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時�

／
４
月
18
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後
１

時

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
／
子
育
て
中
の
親
子

内
容
／
み
ん
な
で
「
キ
ャ
ラ
弁
」
づ
く
り

費
用
／
１
組
２
０
０
円

持
ち�
物
／
お
手
ふ
き
、
エ
プ
ロ
ン
、
子
ど
も

の
弁
当
箱
、
お
米
一
合

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
１
日
㈮
か

ら
８
日
㈮
ま
で
の
間
に
、
同
協
議
会
へ
。

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
社
会
見
学

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら

し
世
帯
の
70
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
交
流

を
目
的
に
社
会
見
学
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時�

／
４
月
14
日
㈭　

午
前
10
時
10
分
～
午

後
４
時
30
分

行
き
先
／
神
戸
花
鳥
園
（
神
戸
市
）

※
集
合
・
解
散
は
同
協
議
会
で
す
。

対
象�

／
町
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
世
帯
の
人

定
員
／
45
人

費
用
／
１
，
０
０
０
円

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
５
日
㈫
ま

で
に
、
地
域
の
民
生
児
童
委
員
ま
た
は

同
協
議
会
へ
。

シ
ニ
ア
テ
ニ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

　

昔
や
っ
た
テ
ニ
ス
を
ま
た
や
っ
て
み
た
い

人
、
こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
て
み
た
い
人
。

　

硬
式
テ
ニ
ス
で
ゆ
っ
く
り
と
気
持
ち
の
良

い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

日
時�

／
５
月
10
日
か
ら
26
日
ま
で
の
毎
週
火

曜
・
木
曜
日
【
６
回
コ
ー
ス
】　

午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所
／
中
央
公
園
テ
ニ
ス
場

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員�

／
12
人
（
申
し
込
み
期
間
中
に
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
し
ま
す
）

費
用
／
２
，
０
０
０
円
（
返
金
し
ま
せ
ん
）

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
１
日
㈮
か

ら
４
月
28
日
㈭
ま
で
の
間
に
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
。

※
ラ
ケ
ッ
ト
と
ボ
ー
ル
は
用
意
し
ま
す
。

ク
ロ
ス
ピ
ア
事
業
運
営
に

あ
な
た
の
声
を

　

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
は
、
今
月
25
日
で

オ
ー
プ
ン
1
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

ク
ロ
ス
ピ
ア
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

農
商
工
業
関
係
者
な
ど
に
よ
る
「
ク
ロ
ス
ピ

ア
く
み
や
ま
運
営
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
同
協
議
会
で
は
、
ま
ち
の
駅
の
機
能

の
充
実
や
魅
力
あ
る
ま
ち
の
駅
づ
く
り
に
つ

な
が
る
企
画
立
案
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
住
民
や
利
用
す
る

皆
さ
ん
の
声
を
幅
広
く
お
聴
き
す
る
た
め
、

一
般
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
20
歳
以
上
の
人

任
期
／
平
成
24
年
３
月
ま
で

定
員
／
３
人

申
し�
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
15
日
㈮
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
（
当
日
消
印
有
効
）
ま

た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
、

ク
ロ
ス
ピ
ア
に
関
す
る
意
見
を
ご
記
入

の
う
え
、
産
業
課
へ
。
電
話
不
可

久
御
山
ま
な
び
教
室
実
施
地
域

　
「
久
御
山
ま
な
び
教
室
」
は
、
自
治
会
単

位
で
つ
く
っ
た
運
営
委
員
会
を
中
心
に
、
土

曜
日
や
日
曜
日
の
子
ど
も
た
ち
の
「
安
心
安

全
な
居
場
所
」
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
事
業
を
通
じ
て
「
地
域
住
民
の
絆
の
再

生
」
を
目
的
に
お
こ
な
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安
心
し
て
学
び
、
体

験
し
、
交
流
し
、
遊
ぶ
場
所
を
自
治
会
地
域

内
に
設
け
、
そ
の
地
域
内
の
住
人
や
諸
団
体

第26回国民文化祭・京都2011　久御山町　食文化の祭典「野の恵み」
平成23年11月5日㈯・６日㈰　いずれも午前10時から 第26回国民文化祭

PR隊長「まゆまろ」

42011
April
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第
31
回
京
都
府
女
性
の
船

　

府
で
は
、
地
域
づ
く
り
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
な

ど
に
関
心
の
あ
る
女
性
に
学
習
・
交
流
の
機

会
を
提
供
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図

り
、
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
豊
か
な
京
都
府

づ
く
り
を
め
ざ
す
「
京
都
府
女
性
の
船
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

実
施�

時
期
／
６
月
17
日
㈮
～
20
日
㈪　

３
泊

４
日

※�

6
月
5
日
㈰
に
事
前
研
修
、
7
月
31
日
㈰

に
事
後
研
修
が
あ
り
ま
す
。

訪
問�

地
／
北
海
道
（
利
用
交
通
機
関　

往
路

…
フ
ェ
リ
ー
、
復
路
…
飛
航
機
）

対
象
／
府
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
女
性

内
容�

／
講
義
、
テ
ー
マ
別
学
習
会
、
現
地
活

動
団
体
と
の
交
流

定
員
／
１
０
０
人

参
加
費
／
３
２
，
０
０
０
円

申
し�

込
み
／
４
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
社
会
教

育
課
に
備
え
付
け
の
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
同
課
へ
。

※�

申
込
書
は
、
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.pref.kyoto.jp/josei/

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い�

合
わ
せ
／
府
男
女
共
同
参
画
課　

☎
０

７
５
（
４
１
４
）
４
２
９
１

お
知
ら
せ

町
・
府
民
税
の
徴
収
方
法

　

65
歳
未
満
で
公
的
年
金
な
ど
と
給
与
の
両

方
に
所
得
が
あ
る
人
（
給
与
か
ら
町
・
府
民

税
が
引
き
落
と
さ
れ
て
い
る
人
に
限
る
）
の

町
・
府
民
税
の
徴
収
方
法
は
、
給
与
所
得
に

係
る
税
額
と
あ
わ
せ
て
給
与
か
ら
引
き
落
と

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
４
月
25
日
㈪
ま
で
に
税
務
課
に

申
し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
公
的
年
金
な
ど

の
所
得
に
係
る
税
額
分
は
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
で
、
給
与
所
得
に
係
る
税
額
分
は
給

与
か
ら
引
き
落
と
し
て
支
払
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

土
地
・
家
屋
の
課
税
台
帳
は
、
納
税
義
務

者
や
借
地
・
借
家
人
（
使
用
・
収
益
の
対
象

と
な
る
資
産
に
限
る
）
が
、
い
つ
で
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

縦
覧
期
間
中
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
、
４
月
１
日
㈮
か
ら
５
月
31
日
㈫
）

以
外
の
閲
覧
は
手
数
料
が
必
要
で
す
。

閲
覧�
で
き
る
人
／
納
税
義
務
者
、
借
地
・
借

家
人
（
賃
貸
契
約
書
等
が
必
要
）、
相

続
人
（
戸
籍
謄
本
な
ど
が
必
要
）、
納

税
管
理
人
、代
理
人
（
委
任
状
が
必
要
）

閲
覧�

に
必
要
な
も
の
／
運
転
免
許
証
、
納
税

通
知
書
な
ど
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類

閲
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時�

／
①
４
月
１
日
㈮　

午
前
11
時
～
午
後

２
時　

②
15
日
㈮　

正
午
～
午
後
３
時

場
所
／
中
央
公
民
館

内
容�

／
①
料
理
教
室　

②
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ

ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
な
ど

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

　

町
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
的
な
活

動
を
す
る
一
助
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
券
は
、
町
と
契
約
す
る
京
都
府
内
タ

ク
シ
ー
事
業
者
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
が
５
月
以
降
に
な
り
ま
す
と
、

遅
れ
た
月
数
分
を
減
額
し
ま
す
。

対
象�

／
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
・
下
肢
・

体
幹
・
心
臓
・
じ
ん
臓
・
肝
臓
・
呼
吸

器
・
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
）「
１
級
か
ら

３
級
」　

の
人
、
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の

人

申
請�

・
問
い
合
わ
せ
／
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
社
会
福
祉
課
へ
。

※�

窓
口
で
の
申
請
が
困
難
な
人
は
、
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
を

　

献
血
は
、
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層

に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
献
血
カ
ー
ド

や
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※�

16
～
17
歳
の
人
は
、
２
０
０
㎖
の
み
。
た

だ
し
、
17
歳
男
性
は
4
0
0
㎖
も
可
。
65

歳
以
上
の
人
は
、
60
～
64
歳
の
間
に
献
血

経
験
が
あ
る
場
合
に
限
り
献
血
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日
時�

／
４
月
６
日
㈬　

午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所
／
イ
オ
ン
久
御
山
店

問
い�

合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
ま
た
は
京
都
府

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
５
（
５

３
１
）
０
１
１
１

3月15日号で掲載いたしました「お花見市場一般開放2011」は、
中止となりました。ご了承ください。

　町では、平成23年度に「広報くみ

やま」などの配布物の配布方法を、新

聞折り込みによる方法から各個宅や事

業所の郵便受けなどに直接投入するポ

スティングによる方法に変更します。

　各家庭・事業所へは、発行日とその

前2日間の合計3日間にお届けします。

　配布方法が変わったために、今まで

届いていたのに届かなくなった場合な

どは、ご面倒ですが広報行政課へご連

絡ください。

※�配布方法を変更する日は、今後お知

らせします。

問い合わせ／広報行政課

「広報くみやま」などの
配布方法を変更します
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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足

に
よ
り
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
１
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
な
か
っ
た
、
新
高

校
２
年
生
相
当
年
齢
（
平
成
６
年
４
月
２
日

生
～
平
成
７
年
４
月
１
日
生
）
の
人
は
、
平

成
23
年
４
月
以
降
も
、
当
分
の
間
、
無
料
で

接
種
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
ワ
ク
チ
ン
は
供
給
不
足
の
状
態
が
続
い

て
お
り
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
す

る
人
は
、
早
め
に
協
力
医
療
機
関
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
１
回
目
、
２
回

目
の
接
種
を
開
始
し
た
人
は
、
協
力
医
療
機

関
と
調
整
の
う
え
、
３
回
目
ま
で
の
接
種
を

完
了
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

費
用
を
助
成

　

町
で
は
、
町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受

け
た
と
き
の
費
用
を
助
成
す
る
利
用
券
（
12

枚
）
を
発
行
し
ま
す
。

助
成�

金
額
／
施
術
費
の
う
ち
、
２
，
０
０
０

円
を
町
と
施
術
所
が
助
成

利
用�

方
法
／
利
用
券
を
施
術
所
で
使
用
（
制

度
加
入
施
術
所
の
み
有
効
）

申
し�

込
み
／
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
長
寿

健
康
課
へ
。
代
理
人
の
場
合
は
、
代
理

人
の
印
鑑
も
必
要
で
す
。

※�

申
請
月
が
遅
れ
る
と
利
用
券
の
枚
数
が
減

り
ま
す
。
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

飯
を
ご
自
宅
ま
で
お
届
け
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

配
達�

日
／
毎
週
月
曜
・
木
曜
日
（
週
１
回
の

み
の
配
食
も
可
）

※
祝
日
と
年
末
年
始
を
除
く

対
象�

／
町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
人
ま
た
は
配
食
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
人

費
用�

／
ご
飯
と
お
か
ず
セ
ッ
ト
５
５
０
円
、

お
か
ず
セ
ッ
ト
５
０
０
円　

い
ず
れ
も

１
食
分

※
支
払
い
方
法
は
、
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

　
（
別
途
、
ひ
と
月
85
円
の
手
数
料
が
必
要
）

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
給
食

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
が
調
理
し
た
昼
食
弁
当
を
民
生

児
童
委
員
が
ご
自
宅
ま
で
お
届
け
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

実
施�

日
／
毎
月
第
４
火
曜
日
（
７
、
８
、
12

月
を
除
く
）

対
象�

／
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
、
希

望
さ
れ
る
人

費
用
／
１
食
４
０
０
円

※
支
払
い
方
法
は
、
口
座
振
替
と
な
り
ま
す
。

　
（
別
途
、
ひ
と
月
85
円
の
手
数
料
が
必
要
）

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
地
域
の
民
生
児

童
委
員
ま
た
は
同
協
議
会
へ
。

非
自
発
的
理
由
の
離
職
に
よ
る

国
民
健
康
保
険
税
軽
減

　

倒
産
や
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
、
非
自
発

的
理
由
に
よ
り
離
職
し
た
人
で
、
次
の
対
象

と
な
る
人
は
、
申
請
に
よ
り
国
民
健
康
保
険

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象�

／
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
ま
た

は
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者
（
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
離
職
理
由
の
番
号
が
、
11
・
12
・

21
・
22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34
で
あ

る
人
）

軽
減�

期
間
／
離
職
日
の
翌
日
の
月
か
ら
翌
年

度
末
ま
で
の
期
間
（
会
社
の
健
康
保
険

に
加
入
し
、
国
保
の
資
格
を
喪
失
す
る

と
終
了
と
な
り
ま
す
）

軽
減�

額
／
対
象
者
の
前
年
の
給
与
所
得
を
、

１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
て
国
保
税
を

算
出
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助

　

町
で
は
、
ご
家
庭
で
の
ご
み
の
減
量
化
を

図
る
た
め
に
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
に
対
し
て
補
助
を
し
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
で
作
ら
れ
た
堆
肥
は
、
有

機
肥
料
と
し
て
家
庭
菜
園
な
ど
に
お
使
い
く

だ
さ
い
。

補
助�

金
額
／
購
入
費
用
の
２
分
の
１
（
限
度

額
２
万
５
千
円
）

申
請�

・
問
い
合
わ
せ
／
販
売
店
の
証
明
書

（
仕
様
が
分
か
る
も
の
。
取
扱
説
明
書

で
も
可
）、
領
収
書
、
補
助
金
の
振
込

先
が
分
か
る
も
の
、

印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
環
境
保
全
課
へ
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
購
入
等
支
援
事
業

　

町
で
は
、
在
宅
で
徘
徊
行
動
の
あ
る
認
知

症
高
齢
者
（
在
宅
徘
徊
高
齢
者
）
を
介
護
し

て
い
る
ご
家
族
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
位

置
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
在
宅
徘

徊
高
齢
者
に
位
置
情
報
検
索
端
末
機
を
持
っ

て
も
ら
い
、
そ
の
人
が
行
方
不
明
と
な
っ
た

と
き
に
、
介
護
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
応

じ
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
衛
星
か
ら
の
電
波
を
受
信
し
、

そ
の
位
置
の
情
報
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

対
象�

／
町
内
在
住
で
要
介
護
（
要
支
援
）
認

定
を
受
け
た
、
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

在
宅
徘
徊
高
齢
者
を
常
時
介
護
し
て
い

る
家
族
な
ど

助
成�
費
用
／
①
位
置
情
報
検
索
サ
ー
ビ
ス
加

入
時
に
必
要
な
加
入
料
金
お
よ
び
付
属

品
セ
ッ
ト
に
係
る
初
期
費
用
（
在
宅
徘

徊
高
齢
者
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
）
②

年
度
内
に
支
払
っ
た
基
本
料
金
の
総
額

の
２
分
の
１
（
上
限
３
、
０
０
０
円
）

※�

①
、
②
以
外
に
必
要
と
な
る
費
用
（
位
置

情
報
提
供
料
金
、
現
場
急
行
料
金
、
バ
ッ

テ
リ
ー
交
換
代
金
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、

本
人
負
担
に
な
り
ま
す
。

申
請�

・
問
い
合
わ
せ
／
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
長
寿
健
康
課
へ
。

お
届
け
し
ま
す
！
お
昼
ご
飯

　

町
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
ま
た

は
居
宅
の
要
援
護
高
齢
者
に
、
日
常
生
活
の

支
援
や
安
否
の
確
認
を
す
る
た
め
、
お
昼
ご

＜宇治警察署からのお知らせ＞
　【自転車盗の被害を防ぐには】確実な施錠とツーロック！
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国
民
健
康
保
険
の

加
入
・
脱
退
の
手
続
き

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
14
日
以
内
に
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
た
場
合
は
、医
療
費
が
全

額
負
担
に
な
っ
た
り
、保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い�

合
わ
せ
／
国
保
医
療
課

し
尿
収
集
の
届
け
出

　

し
尿
収
集
（
く
み
取
り
）
の
利
用
に
つ
い

て
、
次
の
場
合
に
は
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
環
境
保
全

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・�

転
入
な
ど
し
尿
収
集
の
利
用
を
始
め
た

い
と
き

・�

転
出
や
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
な
ど
、
し

尿
収
集
の
利
用
を
や
め
た
い
と
き

・�

世
帯
主
が
変
わ
っ
た
と
き

　

い
ず
れ
も
、
住
民
票
の
届
け
出
と
は
別
に

届
け
が
必
要
で
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
家
庭
の
し
尿
収
集
に
は
手
数
料

が
か
か
り
ま
す
。
利
用
を
や
め
た
後
も
届
け

出
を
し
な
い
と
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
の
で
、

お
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

お
も
ち
ゃ
病
院

　

子
ど
も
た
ち
に
「
も
の
を
大
切
に
す
る

心
」「
科
学
す
る
心
」
を
は
ぐ
く
ん
で
も
ら

う
た
め
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
お
も

ち
ゃ
病
院
」
に
よ
る
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
お

こ
な
い
ま
す
。

日
時�
／
４
月
９
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午　

（
受
け
付
は
、
午
前
11
時
ま
で
）

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル

そ
の�

他
／
お
も
ち
ゃ
は
、
当
日
修
理
会
場
に

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
修
理
は
原
則
無
料

で
す
が
、
電
池
代
な
ど
実
費
を
頂
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
時
間
内
に
修
理
が
で

き
な
い
場
合
は
、
次
回
修
理
日
に
お
渡

し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

保
育
士
試
験

　

平
成
23
年
度
保
育
士
試
験
の
実
施
要
項
の

配
布
が
始
ま
り
ま
す
。
次
の
要
領
で
請
求
し
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
験�

申
請
受
付
期
間
／
４
月
１
日
㈮
～
５
月

11
日
㈬

請
求�

先
／
保
育
士
試
験
事
務
セ
ン
タ
ー
（
〒

171
ー

8536
東
京
都
豊
島
区
高
田
３
ー

19
ー

10
）

請
求�

方
法
／
４
月
１
日
㈮
か
ら
４
月
25
日
㈪

ま
で
の
間
に
、
上
記
請
求
先
の
封
筒
に

「
手
引
き
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
２
０

０
円
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角

型
２
号
）
の
宛
名
に
請
求
者
の
住
所
・

氏
名
・
郵
便
番
号
を
明
記
し
た
も
の
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い�

合
わ
せ
／
同
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０

（
４
１
９
４
）
８
２

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

種
類
／
乙
種
第
４
類
の
講
習

日
時�

／
５
月
８
日
㈰　

午
前
９
時
～
午
後
４

時
30
分

場
所�

／
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
宇
治

市
宇
治
琵
琶
45
ー
14
）

費
用�

／
危
険
物
安
全
協
会
会
員
お
よ
び
そ
の

従
業
員　

４
，
０
０
０
円
、
会
員
外
６
，

０
０
０
円

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
町
消
防
本
部
に

備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、町
危
険
物
安
全
協
会（
町

消
防
本
部
内
）
へ
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類
／
全
種
全
類

試
験
日
／
６
月
５
日
㈰

場
所�
／
長
浜
バ
イ
オ
大
学
京
都
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｕ

Ｓ
烏
丸
学
舎
（
京
都
市
北
区
）

申
し�
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
◎
書
面
申
請
…

４
月
４
日
㈪
か
ら
13
日
㈬
ま
で
の
間
に
、

消
防
本
部
に
備
え
付
け
の
願
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
㈶
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
京
都
府
支
部
（
〒
602
ー

8054
京
都
市
上
京
区
出
水
通
油
小
路
東
入

ル
京
都
府
庁
西
別
館
３
階
）
☎
０
７
５

（
４
１
１
）
０
０
９
５
へ
。

　
　

�（
原
則
郵
送
）　

◎
電
子
申
請
（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
申
請
）
…
４
月
１
日
㈮
か
ら

10
日
㈰
ま
で
の
間
に
、
同
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.shou�

bo-shiken.or.jp

）
に
ア
ク
セ
ス
し
、

所
定
の
画
面
か
ら
情
報
を
入
力
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
同
セ
ン
タ
ー
電

子
室
☎
０
５
７
０
（
０
７
）
１
０
０
０

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
期
限
ま
で
あ
と
２
か
月

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
義
務
の
猶
予
期

限
が
、
残
り
２
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
６
割
は
、
逃

げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
、
時
間
帯
で
は
、
就

寝
時
間
帯
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
住
宅

火
災
に
よ
る
死
者
を
減
ら
す
た
め
消
防
法
が

改
正
さ
れ
、
町
で
は
、
平
成
18
年
６
月
か
ら

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
義
務
設
置
と
な
り
、

既
存
住
宅
に
は
平
成
23
年
５
月
31
日
㈫
ま
で

に
設
置
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
発
生
に
よ

っ
て
生
じ
る
煙
、
熱
を
感
知
し
、
警
報
音
や

音
声
で
火
災
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
る

も
の
で
す
。
家
族
の
命
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
一
日
も
早
い
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
に
伴
い
消
防
署
か
ら
訪
問
販

売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
悪
質
な

訪
問
販
売
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部

こんなとき 届出に必要なもの

職場の健康保険を辞めた
とき、または被扶養者か
らはずれたとき

職場の健康保険をやめた証明
書、または被扶養者ではない
理由の証明証（※）、印鑑

職場の健康保険に加入し
たとき、または被扶養者
になったとき

国民健康保険証と職場の健康
保険証（本人および被扶養
者）、印鑑

生活保護を受けなくなっ
たとき 保護廃止決定通知書（※）、印鑑

※�　証明証や決定通知書は、即時発行されない場合があります。
　そのような場合は、国保医療課にご相談ください。

＜宇治警察署からのお知らせ＞
　【ひったくり被害を防ぐには】自転車の前カゴには防犯カバー、防犯ネットを活用！
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

　

平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
５
，
０
２
０
円
で
す
。

　

納
付
書
払
い
の
ほ
か
、
事
前
に
申
し
込
み

を
す
れ
ば
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
付
で

き
ま
す
。
１
年
分
か
半
年
分
を
ま
と
め
て
納

め
る
「
前
納
」
に
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
す
る
と
便
利
で
お
得

で
す
。
毎
月
納
め
る
場
合
で
も
、
当
月
分
保

険
料
を
当
月
末
に
引
き
落
と
す
「
早は
や

割わ
り

」
に

す
る
と
、
月
額
50
円
割
引
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
の
「
前
納
」
は
、
納
付

書
払
い
の
「
前
納
」
よ
り
さ
ら
に
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
口
座
を
お
持

ち
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
ま
た
は
京
都
南
年

金
事
務
所
へ
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納

付
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
同
事
務
所
。

問
い�

合
わ
せ
／
同
事
務
所
☎
０
７
５
（
６
４

３
）
２
５
４
７

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

講
座
案
内

講
座�

／
①
ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話　

②
調
剤
薬
局

事
務

日
時�

／
①
４
月
30
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
の

毎
週
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

②
４
月
21
日
か
ら
５
月
19
日
ま
で
の
毎

週
月
曜
・
木
曜
日　

午
前
９
時
30
分
～

正
午

対
象
／
府
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
／
い
ず
れ
も
25
人

費
用�

／
①
２
７
，
０
０
０
円　

②
１
５
，
０

０
０
円

※
教
材
費
が
、
別
途
必
要
で
す
。

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
１
日
㈮
か

ら
受
講
開
始
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、

同
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７
４
（
４
６
）
０

６
８
８
、
０
７
８
０
へ
。
電
話
・
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
・
郵
送
不
可

ス
ポ
ー
ツ

歩
こ
う
会
例
会

　

遅
咲
き
の
「
御
室
桜
」
を
楽
し
み
な
が
ら

の
ウ
ォ
ー
ク
で
す
。

日
時
／
４
月
18
日
㈪　

午
前
９
時

※
雨
天
の
決
行

集
合
場
所
／
近
鉄
大
久
保
駅

行
き
先
／
仁
和
寺

費
用
／
交
通
費
・
拝
観
料
は
自
己
負
担

そ
の
他
／
弁
当
、
飲
み
物
、
ゴ
ミ
袋
な
ど

問
い�
合
わ
せ
／
同
会
の
信
貴
さ
ん
宅
☎
０
７

７
４
（
４
１
）
７
０
７
９

町
総
体
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
／
①
５
月
15
日
㈰
・
②
18
日
㈬

※
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所
／
東
城
陽
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

対
象�

／
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
ま
た
は
町
ゴ

ル
フ
協
会
会
員

費
用�

／
参
加
費
…
２
、
０
０
０
円
、
プ
レ
ー

費
…
①
１
３
，
５
０
０
円　

②
８
，
０

０
０
円

※
昼
食
代
は
、
別
途
必
要
で
す
。

申
し�

込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
４
月
30
日
㈯
ま

で
に
、
同
協
会
の
玉
城
さ
ん
宅
☎
０
７

７
４
（
４
３
）
５
８
４
０
へ
。

町
の
施
設

　

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
で
は
、
５
月
か
ら
毎
月

第
１
日
曜
日
も
開
館
し
ま
す
。

地
域
で
あ
そ
ぼ「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

　

今
年
度
か
ら
第
１
と
第
３
の
金
曜
日
に
開

催
し
ま
す
。
今
月
は
、
相
島
公
会
堂
を
お
借

り
し
て
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」
を
開
き
ま
す
。

日
時�

／
４
月
１
日
㈮
・
15
日
㈮　

い
ず
れ
も

午
前
９
時
30
分
～
11
時
50
分

場
所
／
相
島
公
会
堂

開
館
３
周
年
記
念
事
業

　

オ
ー
プ
ン
３
周
年
を
記
念
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時�

／
４
月
17
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
～
正

午

内
容�

／
極
楽
ピ
エ
ロ
さ
ん
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

と
親
子
で
の
お
も
ち
ゃ
作
り

※�
当
日
は
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

ま
で
開
館
し
ま
す
。

散
歩
に
行
こ
う

　

近
く
の
公
園
で
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時�

／
４
月
21
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

場
所
／
佐
古
内
屋
敷
公
園

※�

雨
天
の
場
合
は
、
中
止
し
ま
す
。

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

天
然
の
植
物
オ
イ
ル
を
使
い
、
赤
ち
ゃ
ん

の
心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時�

／
４
月
20
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
～
正

午

対
象�

／
生
後
２
か
月
か
ら
ハ
イ
ハ
イ
を
す
る

ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者

費
用
／
１
人
３
０
０
円

申
し
込
み
／
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
へ
。

親
子
料
理
教
室

　

親
子
で
簡
単
な
お
や
つ
を
作
り
ま
す
。

日
時�

／
４
月
19
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

費
用
／
１
人
２
０
０
円

申
し
込
み
／
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
へ
。

親
子
サ
ロ
ン

　

毎
月
第
２
、
第
４
金
曜
日
に
開
い
て
い
ま

す
。

日
時�

／
４
月
８
日
㈮
・
22
日
㈮　

い
ず
れ
も

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室

お
誕
生
会

　

毎
月
、
そ
の
月
に
生
ま
れ
た
友
だ
ち
を
対

象
に
お
誕
生
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

日
時�

／
４
月
30
日
㈯　

午
前
11
時
20
分
か
ら

と
午
後
３
時
20
分
か
ら
の
２
回
お
こ
な

い
ま
す
。

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル

休
館
日　

�

毎
週
日
曜
・
月
曜
日
、
祝
日

　
　
　
　
（
17
日
㈰
を
除
く
）
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〈
申
し
込
み
と
費
用
〉

　

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護

者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
、
４
月
８
日
㈮
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー

ル
窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）
へ
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

　

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
教
室

▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン
（
入
門
編
）

日
時�

／
４
月
12
日
㈫
・
14
日
㈭
・
19
日
㈫
・

21
日
㈭
【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
後
７
時

～
９
時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容�

／
今
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
る
人
の
た

め
の
基
礎
か
ら
学
べ
る
コ
ー
ス
で
す
。

定
員
／
16
人

費
用�

／
３
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

必
要
）

童
謡
を
楽
し
む
会

日
時�

／
４
月
27
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

対
象�

／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人

内
容�

／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

定
員�

／
60
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用�

／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

日
時�

／
４
月
20
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
10
分

対
象�

／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容�

／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
す
。

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

漢
字
出
直
し
塾

日
時�
／
４
月
８
日
㈮
・
22
日
㈮　

い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容�

／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。

定
員�

／
各
30
人（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
１
０
０
円

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
時�

／
４
月
14
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

対
象�

／
町
内
在
住
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の

人

内
容�

／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
脳
の
若

返
り
を
図
り
ま
す
。

定
員�

／
30
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

週
末
の
星
空
観
察
会

日
時�

／
①
４
月
９
日
㈯　

午
後
７
時
30
分
～

８
時
30
分　

②
23
日
㈯　

午
後
８
時
～

９
時
（
受
け
付
け
は
、
当
日
の
終
了
時

間
の
30
分
前
ま
で
）

対
象�

／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

内
容�

／
①
月
と
土
星
を
観
察
し
ま
す
。　

②

土
星
と
春
の
星
座
を
観
察
し
ま
す
。

※
雨
天
・
曇
り
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

大
人
木
工
教
室

日
時�

／
４
月
21
日
㈭　

午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時

対
象
／
町
内
在
住
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
ガ
ー
デ
ン
ベ
ン
チ
を
作
り
ま
す
。

定
員
／
６
人

費
用
／
２
，
０
０
０
円

小
学
生
工
作
教
室

日
時�

／
４
月
23
日
㈯　

①
午
前
９
時
～
正
午

②
午
後
２
時
～
５
時
、
24
日
㈰　

③
午

前
９
時
～
正
午　

④
午
後
２
時
～
５
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

内
容
／
お
花
の
な
べ
し
き
を
作
り
ま
す
。

定
員
／
各
10
人

費
用
／
１
０
０
円

漢
字
の
達
人
教
室

日
時�

／
４
月
９
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
10

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
～
６
年
生

内
容�

／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
丁
寧

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室

日
時
／
４
月
17
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午

対
象�

／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
。

た
だ
し
、
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同
伴

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容�

／
顕
微
鏡
で
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
観
察
し

ま
す
。

定
員
／
10
組

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

日
時�

／
４
月
23
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
保
護
者

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

身
近
な
野
鳥
観
察
会

日
時�

／
４
月
29
日
㈷　

午
前
９
時
～
午
後
３

時
30
分

対
象�

／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人
。
た

だ
し
、
小
学
１
～
２
年
生
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。

内
容�

／
白
川
林
道
と
天
ヶ
瀬
森
林
公
園
で
夏

鳥
を
さ
が
し
ま
す
。

定
員
／
20
人

ゆ
う
ホ
ー
ル

申
し
込
み
は
4
月
1
日
㈮　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

�

毎
週
月
曜
日
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

使
用
講
習
会
＆
相
談
日

日
時�

／
４
月
３
日
㈰
・
10
日
㈰
・
17
日
㈰
・

24
日
㈰　

午
前
10
時
～
10
時
40
分
、
４

月
７
日
㈭
・
12
日
㈫
・
21
日
㈭
・
25
日

㈪　

午
後
７
時
～
７
時
40
分

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）

内
容�

／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

定
員
／
各
先
着
15
人

費
用�

／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
み
で
相

談
だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
）

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

日
時�

／
①
４
月
９
日
㈯　

②
23
日
㈯　

い
ず

れ
も
午
前
９
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

種
目�

／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投

げ
な
ど　

②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
な
ど

内
容�

／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

春
季
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

日
時�

／
４
月
15
日
か
ら
６
月
10
日
ま
で
の
毎

週
金
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

１
部
…

午
前
10
時
～
11
時
、
２
部
…
午
前
11
時

15
分
～
午
後
０
時
15
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
木
場
敦
子
さ
ん

定
員
／
各
先
着
30
人

費
用
／
各
２
、
８
０
０
円

初
級
テ
ニ
ス
教
室

日
時�

／
４
月
19
日
か
ら
６
月
14
日
ま
で
の
毎

週
火
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
前
10

時
～
11
時
30
分

場
所
／
中
央
公
園
庭
球
場

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
京
都
府
テ
ニ
ス
協
会
員

定
員
／
先
着
15
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

春
季
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

日
時�

／
４
月
19
日
か
ら
６
月
14
日
ま
で
の
毎

週
火
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
前
10

時
～
11
時
30
分

対
象�

／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師�

／
黒
川
ま
さ
み
さ
ん

定
員
／
先
着
30
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

小
学
生
サ
ッ
カ
ー
教
室

日
時�

／
４
月
23
日
か
ら
６
月
18
日
（
５
月
28

日
を
除
く
）
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
【
８

回
コ
ー
ス
】　

午
後
３
時
30
分
～
５
時

場
所
／
中
央
公
園
野
球
場

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
～
６
年
生

講
師
／
町
サ
ッ
カ
ー
協
会
員

定
員
／
先
着
40
人

費
用
／
８
０
０
円

親
子
体
操
教
室

日
時�

／
５
月
７
日
か
ら
７
月
2
日
（
６
月
４

日
を
除
く
）
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
【
８

回
コ
ー
ス
】　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象�

／
町
内
在
住
で
年
中
・
年
長
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者

講
師
／
荒
井
敏
江
さ
ん

定
員
／
先
着
20
組

費
用
／
８
０
０
円

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

日
時�

／
５
月
７
日
か
ら
７
月
２
日
（
５
月
28

日
を
除
く
）
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
【
８

回
コ
ー
ス
】　

午
後
２
時
～
４
時

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
４
～
６
年
生
の
女

　
　

子

講
師
／
北
村
啓
子
さ
ん

定
員
／
先
着
40
人

費
用
／
８
０
０
円

か
ん
た
ん
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

日
時�

／
５
月
11
日
か
ら
６
月
29
日
ま
で
の
毎

週
水
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
前
10

時
30
時
～
11
時
30
分

※
休
館
日
で
す
が
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

内
容�

／
呼
吸
法
を
活
用
し
な
が
ら
、
お
も
に

体
幹
を
ゆ
る
や
か
に
鍛
え
ま
す
。

講
師
／
新
井
美
津
子
さ
ん

定
員
／
先
着
20
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆

ナ
チ
ュ
ラ
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

日
時�

／
５
月
19
日
か
ら
７
月
21
日
（
６
月
２

日
・
７
月
７
日
を
除
く
）
ま
で
の
毎
週

木
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
前
10
時

30
時
～
11
時
45
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
高
橋
恭
子
さ
ん

定
員
／
先
着
40
人

費
用
／
２
、
８
０
０
円

メ
タ
ボ
解
消
！
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

日
時�

／
５
月
23
日
か
ら
６
月
27
日
ま
で
の
毎

週
月
曜
日
【
６
回
コ
ー
ス
】　

午
後
７

時
30
時
～
８
時
30
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
永
井
英
聡
さ
ん

定
員
／
先
着
30
人

費
用
／
２
，
１
０
０
円

総
合
体
育
館

申
し
込
み
は
4
月
1
日
㈮　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

�

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）
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剪
定
教
室

日
時�

／
４
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容�

／
庭
木
の
剪
定
の
コ
ツ
や
樹
木
管
理
を

学
び
ま
す
。

講
師
／
松
本
祐
介
さ
ん
（
石
豊
造
園
）

定
員
／
20
人

費
用
／
１
０
０
円

持
ち�

物
／
軍
手
、
タ
オ
ル
、
汚
れ
て
も
良
い

服
装
、
帽
子
、
筆
記
用
具

寄
せ
植
え
教
室

日
時�

／
４
月
19
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容�

／
春
の
草
花
を
使
っ
て
寄
せ
植
え
を
学

び
ま
す
。

講
師
／
石
川
敏
之
さ
ん
（
ポ
デ
ー
ル
）

定
員
／
20
人

費
用
／
１
，
５
０
０
円

持
ち�

物
／
軍
手
、
エ
プ
ロ
ン
、
汚
れ
て
も
良

い
服
装
、
筆
記
用
具

季
節
の
お
菓
子
教
室

日
時�

／
４
月
22
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

対
象�

／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容�

／
桜
餅
・
梅
酒
か
ん
（
ゼ
リ
ー
）
を
作

り
ま
す
。

講
師
／
藤
井
敏
江
さ
ん

定
員
／
16
人

費
用
／
５
０
０
円

持
ち�

物
／
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

※�

申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
間
講
座

　

５
月
か
ら
始
ま
る
年
間
講
座
の
受
講
生
を

先
着
順
で
募
集
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
教
室
も
年
会
費
は
２
、
０
０
０

円
で
、
参
加
ご
と
に
材
料
費
が
別
途
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
教
室
は

年
会
費
５
０
０
円
の
み
で
す
。

▲
季
節
の
料
理
教
室

日
時�
／
毎
月
第
２
火
曜
日　

午
前
９
時
30
分

～
午
後
０
時
30
分

対
象�

／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容�

／
旬
の
食
材
を
使
っ
て
料
理
の
基
礎
を

学
び
ま
す
。

講
師�

／
大
谷
洋
子
さ
ん

定
員
／
20
人

材
料
費
／
８
０
０
円

持
ち�

物
／
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

▲
男
の
料
理
教
室

日
時�

／
毎
月
第
２
土
曜
日　

午
前
10
時
～
午

後
０
時
30
分

対
象�

／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容�

／
男
性
が
料
理
作
り
に
挑
戦
し
、
料
理

を
作
る
楽
し
さ
を
学
び
ま
す
。

講
師
／
石
田
基
宏
さ
ん

定
員
／
20
人

材
料
費
／
１
，
０
０
０
円

持
ち�

物
／
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

▲
花
と
緑
の
教
室

日
時�

／
毎
月
第
２
金
曜
日　

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容�

／
家
庭
の
緑
化
と
花
作
り
の
基
礎
を
学

び
ま
す
。

講
師
／
柴
田
明
さ
ん

定
員
／
20
人

材
料
費
／
時
価

持
ち�

物
／
汚
れ
て
も
良
い
服
装
、
軍
手
、
筆

記
用
具

▲
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
教
室

日
時�

／
毎
月
第
１
土
曜
日　

午
前
10
時
～
11

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
小
学
１
年
～
中
学
３
年
生

内
容�

／
み
ん
な
で
楽
し
く
コ
ー
ラ
ス
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

講
師
／
久
御
山
ハ
ー
モ
ニ
ー

定
員
／
40
人

持
ち
物
／
楽
譜
、
筆
記
用
具

相　
　

談

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

４
月
12
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

４
月
12
日
㈫
・
26
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
１
時

※�

面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

４
月
14
日
㈭
・
28
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談

相
談
専
用
電
話
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４

２
１
相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）

相
談
専
用
電
話
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４

２
１　

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

４
月
14
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー

※�

電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

４
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

【
司
法
書
士
無
料
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

４
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

町
の
人
口（
前
月
比
／
減
4
人
）

〈2月中の動き〉�
出　生� １２人　
死　亡� １１人　
転　入� ６７人　
転　出� ７２人　

〈3月1日現在〉�
総人口� １６, ７２３人　
男　性� ８, ３０４人　
女　性� ８, ４１９人　
世帯数� ６, ７６３世帯

中
央
公
民
館

申
し
込
み
は
4
月
1
日
㈮　

午
前
９
時
か
ら

休
館
日　

毎
週
水
曜
日
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保健予防のコーナー

10か月児健診（3月14日）で
見つけたかわいい笑顔です。

予　防　接　種
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 　 象・接 　 種 　 方 　 法

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 19 日㈫ 午後1時40分～ 1時55分 ・3 か月以上 6 か月未満の乳児
（3 ～ 4 か月児健診対象者は健診時に接種）

※予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。

母　子　保　健
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容

1 歳 8 か 月 児 健 診 15 日㈮ 午後1時20分～ 1時40分 平成21年7月生まれ
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

1 0 か 月 児 健 診 18 日㈪ 午後1時20分～ 1時50分 平成22年5月生まれ 医師による健康診査
離乳・保育・栄養などの指導

3 ～ 4 か 月 児 健 診 19 日㈫ 午後1時20分～ 2時 平成22年12月生まれ
医師による健康診査、ＢＣＧ
予防接種、離乳・保育・栄養
などの指導、ブックスタート

2 歳 6 か月児歯科健診 20 日㈬ 午後1時20分～ 1時40分 平成20年9月生まれ
歯科医師による健康診査、予
防指導、身体的・精神的な発
達指導

乳 幼 児 相 談 21 日㈭ 午前9時30分～ 10時30分 乳　幼　児 ことば・しつけ・栄養などの
相談

3 歳 児 健 診 22 日㈮ 午後1時20分～ 2時 平成19年9月生まれ
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

健　  診 ・ 相　  談
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容

成 人 歯 科 健 診 20 日㈬ 午後1時～ 1時30分 40歳以上の人・ 
妊婦　　　　　 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導

会場は、保健センターです。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。
問い合わせ／長寿健康課

町公共機関電話番号等 社会教育課�☎631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

水　道　課�☎631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

下 水 道 課�☎631-9990/45-3920
gesui@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

議会事務局�☎631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

会　計　課�☎631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

消 防 本 部�☎631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

まちの駅クロスピアくみやま
☎075（632）2300� 075（632）2001
あいあいホール
☎0774（41）2263� 0774（41）2283
いきいきホール
☎0774（41）3466� 0774（44）1199
荒　見　苑
☎0774（44）3405� 0774（44）7801
町体育協会（町総合体育館内）
☎0774（44）2205� 0774（44）2203
地域福祉センター（町社会福祉協議会）
☎075（631）0022� 075（632）3001

ゆうホール
☎0774（45）0002� 0774（46）5610
総合体育館
☎0774（44）3700� 0774（44）2203
中央公民館
☎075（631）1000� 075（632）0031
図書館
☎0774（45）0003� 0774（46）5690
御牧保育所 �☎・ 075（631）2475
佐山保育所 �☎・ 0774（43）2970
宮ノ後保育所��☎・ 0774（43）4906
御牧幼稚園 �☎・ 075（631）4531
佐山幼稚園 �☎・ 0774（43）8644
東角幼稚園 �☎・ 0774（44）4966
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環境保全のコーナー 

4 月のごみ・し尿収集日 

燃やすごみ

月・木

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間・田井・荒見・下津屋・
下津屋サンハイツ・島田・東島
田・森・坊之池・野村・村東

火・水・金 久御山団地

火・金

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・栄１・２丁目・栄３・
４丁目・ハイツ西宇治・清水・林・
西武西林・ミサワ林・大橋辺・
北川顔・藤和田・近協パレス・
中島・西一口・東一口・相島・
下津屋団地・東佐山団地・久御
山団地

燃やさないごみ

月

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・大橋辺・北川顔・
近協パレス・藤和田・中島・西
一口・東一口・相島

火
佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間

水 東佐山団地・久御山団地

木
栄１・２丁目・栄３・４丁目・
清水・ハイツ西宇治・林・西武
西林・ミサワ林

金
田井・荒見・下津屋・下津屋団地・
下津屋サンハイツ・島田・東島
田・森・坊之池・野村・村東

リサイクルごみ
缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

6 日
（第 1 水曜日）

20 日
（第 3 水曜日）

13 日
（第 2 水曜日）

27 日
（第 4 水曜日）

※�簡単な水洗いをして、分別し
中身の見える袋に入れて出し
てください。

※�びん・ペットボトルは、必ず
ふたをはずしてください。

※�ペットボトルキャップは、中
身の見える袋に入れて「燃や
すごみの日」に出してくださ
い。

使用済みてんぷら油
13 日（第 2 水曜日）

※�公会堂等の指定場所に油の入っ
ていた容器等で出してください。

し　　尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ
の翌日）に、城南衛生管理組合☎ 075（631）5171 へ連絡してください。

5日㈫
26日㈫

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１号
以東）・森（国道１号以東）・森村東（国道
1 号以東）・野村・野村村東・佐山・新開地・
佐古・清水・林・市田・田井・荒見・下津
屋

6日㈬
27日㈬

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西）・
森村東（国道 1 号以西）・西一口・中島・相島

11日㈪
5月2日㈪ 東一口（国道１号以西）

8日㈮
29日㈷ 大橋辺・北川顔（府道以西）

町公共機関電話番号等

■久御山町役場（代表）
☎075（631）6111/0774（45）0001
075（632）1899

■各課別ダイヤルイン等
総　務　課 ☎631-9991/45-3922
somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

企画財政課�☎631-9992/45-3924
kikaku@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

広報行政課�☎631-9993/45-3926
koho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

税　務　課�☎631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

社会福祉課�☎631-9902/45-3902
shafuku@town.kumiyama.lg.jp
075（631）1807

長寿健康課�☎631-9903/45-3904
choju@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住　民　課�☎631-9904/45-3905
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

国保医療課�☎631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

環境保全課�☎631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5558

建設整備課�☎631-9961/45-3912
kensetsu@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産　業　課�☎631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

都市計画課�☎631-9966/45-3915
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5558

学校教育課�☎631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129
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こ
の
た
び
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
回
の
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方

々
の
支
援
及
び
復
興
の
た
め
、
日
本
赤
十
字

社
久
御
山
町
分
区
お
よ
び
京
都
府
共
同
募
金

会
久
御
山
町
支
会
と
共
同
で
、
役
場
な
ど
次

の
公
共
施
設
に
募
金
箱
を
設
置
し
、
義
援
金

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
役
場
1
階
の

社
会
福
祉
課
の
窓
口
で
も
直
接
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
義
援
金
は
、
中

央
共
同
募
金
会
な
ど
を
通
じ
て
被
災
地
に
お

届
け
し
ま
す
。

［
受
付
場
所
］
役
場
庁
舎
、
中
央
公
民
館
、

荒
見
苑
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
総
合
体
育
館
、
い

き
い
き
ホ
ー
ル
、
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
、
ま
ち

の
駅
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま

問
い�

合
わ
せ
先
／
社
会
福
祉
課

　

去
る
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
は
、
大
き
な
津
波
を
引
き
起
こ

し
て
東
日
本
に
著
し
く
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。

　

地
震
に
よ
る
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
予

測
が
つ
き
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

て
、
地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
今
日
か

ら
始
め
る
災
害
時
の
心
得
を
紹
介
し
ま
す
。

　

町
郷
土
史
会
会
長
の
阪
部
五
三
夫
さ
ん
に

昭
和
54
年
4
月
の
「
ふ
る
さ
と
散
策
」
か
ら

32
年
間
、
延
べ
3
7
3
回
に
わ
た
っ
て
町
内

の
歴
史
や
風
習
、
史
料
に
み
る
先
人
の
苦
労

や
楽
し
み
な
ど
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た

�
�

昭
和
59
年
10
月
～
昭
和
61
年
9
月

・
ふ
る
さ
と
見
聞
帖
（
40
回
）

�

昭
和
61
年
11
月
～
平
成
2
年
2
月

・
ふ
る
さ
と
の
古
文
書
（
60
回
）

�

平
成
2
年
3
月
～
平
成
7
年
2
月

・
ふ
る
さ
と
の
社
寺
（
43
回
）

�
平
成
7
年
4
月
～
平
成
10
年
10
月

・
ふ
る
さ
と
の
風
習
（
42
回
）

�
平
成
10
年
12
月
～
平
成
14
年
5
月

・
ふ
る
さ
と
の
旅
日
記
（
65
回
）

�

平
成
14
年
7
月
～
平
成
19
年
11
月

・
ふ
る
さ
と
の
川
の
流
れ
に

　
　

木
津
川
の
変
遷
（
10
回
）

�

平
成
20
年
4
月
～
平
成
21
年
1
月

　
　

宇
治
川
の
変
遷
（
9
回
）

�

平
成
21
年
2
月
～
平
成
21
年
12
月

　
　

古
川
の
変
遷
（
15
回
）

�

平
成
22
年
1
月
～
平
成
23
年
3
月

　

次
号
か
ら
の
連
載
は
、
引
き
続
き
阪
部
五

三
夫
さ
ん
の
執
筆
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

“
ふ
る
さ
と
シ
リ
ー
ズ
”。

　

前
月
号
を
も
っ
て
“
ふ
る
さ
と
の
川
の
流

れ
に
”
の
連
載
を
終
え
ま
し
た
が
、
シ
リ
ー

ズ
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
シ
リ
ー

ズ
の
足
跡
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

・�

ふ
る
さ
と
散
策
（
41
回
）

�

昭
和
54
年
4
月
～
昭
和
57
年
8
月

・
ふ
る
さ
と
歳
時
記
（
24
回
）

�
�

昭
和
57
年
9
月
～
昭
和
59
年
8
月

・
ふ
る
さ
と
の
物
語
（
24
回
）

阪
部
さ
ん
執
筆
の

“
ふ
る
さ
と
シ
リ
ー
ズ
”

�

32
年
間
の
足
跡

“
東
北
関
東
大
震
災
”

義
援
金
募
集
に
ご
協
力
を
!

災
害
時
の
心
得

地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

1.�落ち着いて自分
の身を守る。

2.�すばやく火の始
末

3.�戸を開けて出口
を確保

4.�外へ逃げるとき
は、あわてずに

5.�狭い路地やブロック
塀には近づかない

6.�避難は徒歩で、
荷物は最小限に

普段から家具などの転倒防止
策を。

コンロの火を消し、ガスの元
栓を閉める。

中高層住宅では避難のための
出口の確保が重要。

揺れがおさまるまでは周囲の
状況をよく確かめてあわてず
落ち着いた行動を。

落下物やブロック塀などの倒
壊の危険のあるところには近
寄らない。

自主防災組織などと集団で避
難しましょう。


